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1. 物理 化学 ・ 工 業 物理 化学 


マグ ネ シ ウ ム - ヨ ッ ウッ 素 系 熱 化 学 サ イク ル に お ける ヨッ 化 水 素 の 接触 分 解 反 応 一 一 触媒 の 探索 一 


a) fH . 
ペン ゼン スル ホン 酸 ナ トリ ウム の 偏光 吸収 スペ マク トル 

ER CT 星 敏彦 ・ 吉 野 純 子 ・ 小 林 錦 夫 ・ 山 本 博 正 ・ 西 村 直 美 ・ 谷 崎 義 衛 
BOAR X PRGIST RIG OIG AT クラ ee gs seas RR Ns 八尾 健 ・ 神 野 博 
テオ シン マ Y 浴 液 の 可視 部 吸収 極大 に みる 溶媒 効果 と その 解析 

— FAY 7 ト と 水素 結合 シフ ト の 分 離 一 - Aa Ce で Uk a a Tx) 4 8) ap ecw 平野 康 一 
REDE Sn oy SANA er fae FEN 9 os ee |viirdeiie @) es ov gee kin «ober an FL PRB + HALLIFTHE © CARI 
リボ ソ ッ ー ム 中 に お ける 水 - 銅 クロ ロフ ィ ュ ル 相互 作用 の プロ トン NMR に よる 研究 + +t es Pith SES ES + PUBS EEL 
WETS VOW {7 BYANT brs LOD PH oe RAPIDE + SARL + ARE HR + SENT 

b) 物 性 
グ ア ニ = ニジニ ッ ウム 塩水 溶液 中 の ビ ウ レッ ト の 溶解 度 ee 宮嶋 考 一 郎 ・ 吉 田 和 裕 光 ・ 中 垣 正幸 
RN DD YE RE CE i ER Lar NGS Joe Be ge he EE a 有沢 実 
Re it nen OE x 広岡 紋 一 "白井 満 
C」~C。 アル コー ル で 表面 処理 し た シリ カゲ ル の 熱 分解 の 検 対 

RG See TE Ure Et RY ts FY Gh MRK 敦 ・ 岡 本 昭男 ・ 大 忠正 人 ・ 深 見 OD 
奇数 , 偶数 個 の 炭素 数 を も つ 金 属 セ ッ ケ ン の 柄 点 と ベン ゼン 中 の 了 臨界 溶解 温度 と の 関連 性 ーー 杉村 徳子 
含水 酸化 鉄 結 品 表 面 の SO。 お よび HO 吸着 サイ トー 石川 達雄 ・ 井 上 勝也 
ASN eee Oa Noyce 才 人 Once OE Cec Ce agree Sacer espe ores, 新居 淳二 ・ 脇 原 将 孝 ・ 谷 口 雅男 
パル ス NMR に よる 非 イ オン 界面 活性 剤 含有 O/W 型 ェ マル ショ ン 中 の 水 の 状 態 の 研究 

CC Acar CPP en a 野口 駿 ・ 中 沢 文子 ・ 吉 井 恵子 
両性 ラテ テッ クス の 電導 度 滴定 と 電位 差 滴 定 た よる 研究 尾崎 正孝 ・ 栗 田 公 康 ・ 木 幡 康 則 
水 酸 化 鉄 C 臣 〕 う の L-a@-7F7=VICLAMBRHOMERCL OMG: + sss sss 田川 美恵 子 ・ 渡 辺 B+ pes 
銀 を 含む チタ ン 酸 バリ ウム 系 半導体 の 電導 機構 掛川 一 議 ・ 毛 利 純 一 ・ 高 田 功 ・ 高 橋 統一 郎 ・ 白 崎 信 一 

ec) RR WK 

トリ アル コキ シン アル シン , トリ ス ( ア ルキ ル チ オ ) う アル シン と 無水 酢酸 と の 反応 ーー SESE + BERGE 
融点 降下 法 お よび 沸点 上 昇 法 に よる ジオ キサ ン 溶 液 中 で の フタ ルイ ミド の 自己 会 合 

Ue say 8 AIG 5 + SEB KD - Fah - ANS 

d) 触媒 化学 
板 状 Raney = ニッ ケル 触媒 の 中 性 子 線 照 射 に よる 活性 変化 se 吉野 富雄 ・ 入 木 浩 史 ・ 手 川谷 識 
TFA Y MhiPtre, EB bh v= Y OASBIGIU 82 ee Oe a ee ett RY i ata on 中 村 隆 博 
種々 の ヒド ロキ サム 酸 に よる フェ ニル エ テス テル の 脱 ア シン ル 化 反応 と その ミセ ル 効 果 ・・ se ee es 上 岡 凍 一 ・ 松 本 陽子 
チタ ン 酸 ビス マス 触媒 に たよ る 1- ブ テン の 酸化 脱水 素 反応 ・・ 三浦 弘 ・ 細 村 真 司 ・ 杉 山 和夫 ・ 松 田 常 炊 
ハロ ゲン 化 ア ン モ ニ = ウム を 触媒 と する アミ ン お よび アミ ド の NN- ア ルキ ル 化 ーー 柏木 + BA=EB 
活性 談 に 対す る 単 官能 脂肪 族 化合 物 の 水溶 液 か ら の 吸着 等 温 線 を 表わす 近似 式 の 検討 

Ms SBN he mee Sieh. Me GRR ne ce ne ne 8 8 A ROAR o PE + 勝己 < 北川 睦夫 消 畑 俊 磁 
ニッ ケル 置換 ゼオライト 触媒 を 用 いる ビリ ジン 類 の アル コー ル に よる 直接 気 相 ア ルキ ル 化 ・・・・…・ 柏木 f+ BARS Bs 
RUE, 二酸化 炭素 の メタ イン 化 反応 を 利用 し た Ni/7-Alz0』 触媒 の 活性 点 濃度 測定 

BP. ee a i ne ie RA BS MN AS 森 MA + MISS « SIEFERE + ALERE— 
MACE — CHBSR et Sy BT EMME ie eee PEM lhe 山口 成人 
m- キ シレ ン 一 水蒸気 反応 用 Rh/Ti0。-VO。 触媒 の 設計 と 調製 の 試行 加藤 泰 良 
周 体 酸 CAl20。, Si02, Al20』) 担 持 金属 イオ ン 触 媒 た に お ける 硫化 水素 の 活性 促進 効果 

OC Rc ER I a ME ER yg ER EE oh Ie ae TER 細 坪 富 守 ・ 杉 岡 正敏 ・ 真 田 雄 三 ・ 青 村 和 夫 
fh WERT (A & LC MeCCos(CO)。 を 用 いる 1- ヘ へ キ セ ン の 均一 と ドロ ホル ミル 化 反応 sss 村田 和久 ・ 松 田 昭 男 
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BULA ACW READ AF YY ACI) 3s a guess オン の 固定 化 と それ ら の プロ ョ ピレン 接触 酸化 活性 


a ca 2 EGR we eee ・ 加地 隆男 ・ 大 野 博 志 ・ 中 原 ye 山添 ER 清 山 哲郎 
誤 化 カル シッ ス 上 で の マレ イン 隔 ジ = チ が の 導 有 E 
の i seo Meno. 野口 博司 ・ 内 山 軍 蔵 ・ 小 沢 泉 太郎 ・ 荻 野 義 定 
BAGH = y ゲル 微粒 子 触 娠 の キャ ラク タリ 2S 2 A ee 梅田 昭 司 
可逆 的 酸素 担体 錯体 を 触媒 と する カ - ベ ン ゾ キノ ン と アル コー ル か ら の アル コキ ン - カ ーー ベン ゾ キ ノン 
AE RII OD BRE ee he a ee ae a Be ta Ee isis: ae Gene cg OS! foe or dS HL 佐藤 Ea 
NaO 了 H/r-Al20。 人 触媒 を 用 いた アニ = リン の メタ フ ノ る NN- メ チル 化 反応 
We Te RS ・ 高宮 信夫 ・ 山辺 秀 徴 ・ (Ly Bese APAE 
NO-NH, 反応 に 対す る CuO-Fe,0,-T5 EMME MGR SD. 丸子 能 明 ・ 野 崎 文 男 
ペ ョ プス カイ ト 型 復 合 酸化 物 の 酸化 反応 活性 on es nl 御園 生 誠 ・ 内 島 俊 雄 ・ 米 田 幸 夫 
ポリ (金属 フタ ロシア ニン ) を 用 いた ピロ ョ ロール の 水素 化 脱 密 素 反 応 ーー ERK 小泉 健 ・ 高 野道 雄 
CSR eT 
FR BBM FRI HRIT LD PHL LFA 白井 靖 男 ・ 河 合 2+ BATES 
f り 電気 化学 
銀 - 酸 化 銀 電極 の 電極 挙動 に お ょ よ ょ ぼ す 亜硫酸 カリ ウッ ウム お よび 塩化 パラ ジウ ッ ム の 影響 
em NOE RAR rab TOW: ee ba eke sot 2) | eee Oil pS eR O eee eerie el 
AA YIFEPCOYT Wt a YOT 7 = KARAM st ee eee ea ee SERDAR)» Frid 32 + EYRPSRB 
WESAO FEAR BCH se eee eee UPA AB 忍 
£2) =O th ! 
が か ス クセ マ ド ポ グラ フス ホー に よる ネネ マチ ラッ NN NI 
無機 化学 ・ 無 機工 業 化学 
a) 理論 ・ 一 般 
有機 酸 , Hei LSPA y 2 OKO ME ・ sj tshie Ge ise ss) te) \ap Garner Fel es fem (oD gc eu eee) stl oe yCIB [ek trou Pe liar eee 
FMI ISS SAAT PVVAEYV AOR: se ee ss ASR Fe + SMR Er AR + SEMEN 剛 ・ 阿 部 修 実 
S02-CO 系 反応 に お ける 金属 酸化 物 混合 体 の 反応 性 oe 石井 忠雄 ・ 古 市 隆三 郎 ・ 高 松 克 己 
Sb-Br 系 ヘイ ブリ ッ ド 水素 製造 プ ョ セス の 提案 ・・・・…・…・…・ ・・・・・・ 三 浦 則 雄 ・ 中 川 修 ・ 山 添 BR TLL 


b) 合成 ・ 反 応 
懸 濁水 溶液 か ら の 強 磁性 沈 嘆 Fer_gSnz04,s(x 且 0.110) の 生成 
ES Oh ae BIE + MAF + LTE + SEE - EEF 


WV AX — BO RACH EVRRENC LOR ee ee es ated (Gd Cage’ PATA < ITA + 長島 弘 三 ・ 


酸化 鉄 (u 臣 うと オル トリ ン 酸 と の 反応 に た よる リン 酸 鉄 ( 相 う の 調製 
RE Bn oie Ao RE oe FEVERS FER « Dw KL + PARTE + BOA PAZ ° ASIA 達 ・ 小 林 正 光 
60 チ タン -40 バナ ジウ ム お よび 80 チタ ン -20 AFL Y AAEOB(LRINK EL SHA RUEWOA RS 


RAR occ et fe ee ee ee ee ne SNES ~ ER AEBR 
尿素 と イミ ド ビ ス (硫酸 ) 二 アン モニ = ニッ ム と の 常 圧 下 で の 溶融 反応 に た ょ る グ ア ニ = ニジニ = ニッ ウッ ム 塩 の 

生成 と アン モ = ア の 効果 ・ ek SV A + Se 
=) Vipy naa 7k ERB ALYY DED: hf 木下 真 喜 雄 ・ 井上 Rm 
チタ VY PEO BL WEE SR MUL ey oh MM SAME MeN oe a od ley, Jay Jeg CN 松崎 納 子 ・ ・ 柳 . ERE « REE e 佐 休 雄 造 
に WS NO oe A py et ali 小野 雅之 ・ 吉 田 折 郎 
=) ン 世 ジル ニン AL RMS) LOR SR RE RS A Sit AN cae 木下 真 喜 雄 ・ 井 上 R 
cyclo- 三 リン 酸 ナ トリ ウム の 希 ア ルカ リ 性 加水 分 解 に ょ る 三 リ ン 酸 ナトリウム の 合成 …・ ~ «Fel - 1B « AR PR ERE 
Cc) 酸 ・ ア ルカ リー・ 肥 料 Eels 
hC)-edta SHEAR Fics) SNARE bY 9 A —RIGRESRIC BRE SOR s 佐藤 次 雄 ・ 横 島 孝 雄 ・ 岡 部 泰 二郎 
ME i RC 成田 栄一 ・ 中 林 重 俊 ・ 岡 部 泰 二郎 
硫酸 アン モ = ウム の 熱 分 解 お よび 酸化 鉄 ( 臣 う と の 反応 ・ 中 村 英 岡 ・ 原 ・ 泰 毅 ・ 長 田 英世 ・ 
深海 底 泥 土 に よる マン ガン ノジュール 人 硫酸 浸出 液 の 中 和 処 理 
A HE Co RO er mE 伊藤 宏 ・ 米 山 豊 ・ 工 藤 " 勝 ・ 奥 脇 昭 同 ・ 岡 部 泰 二郎 
アル カリ 性 含水 酸化 マン ガン (WV) 懸 濁 液 の 電解 酸化 成田 栄 一 ・ 後 藤 順 一 ・ 今 井 力 ・ 岡 部 泰 二郎 
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d) ® ® 


SiH,-CH,-H, #RUARU LRT ARADO GB: tt tt ts 岡部 安 三 ・ 北 條 純一 ・ 加 藤 昭 夫 
8- ア ルミ ナ の 熱 分 解 に お ける 結 唱 学 的 方 位 関 係 re 宇田 川重 和 ・ 井 川 博行 ・ 山 本 光雄 ・ 大 津賀 A 
BB- ア ルミ ナ の 熱 分 解 た およぼす 置換 イオ ン 種 お よび 雰囲気 の 影響 
OE > GE a Rd EE NN RS Eh a agers 字 田 川重 和 ・ 井 川 博 行 ・ 山 本 光雄 ・ 大 津賀 望 
気 相 反応 法 に よる 六 ホ ウ 化 ラン タン ウィ ォ ス カー の 成長 に 対す る 各種 物質 の 触媒 効果 ・ es ARN 厚 ・ 加 藤 昭夫 
フッ 素 ケ イ 酸 雲母 - フ ッ 素 ゲル マニ ウム 酸 雲 母系 に お ける 固 深 体 の 生成 平尾 穂 
WE PRAN SY RE B'-7T wv 3 ナ 粉 体 の 焼 結 性 mh el RE Ch El i GE Re NE A ibe RE Es x 平田 好 洋 ry 加藤 昭夫 
e) 電子 材料 
無 電 解 め っ き 法 に ょ り コ バル ト を 被 着 し た 二酸化 ク r ム の 磁性 ・・・・・・・ 並 河 建 ・ 毛 利 豪 志 ・ 伊 藤 福 蔵 ・ 佐 藤 実 
再現 性 ある 安定 な 性 電 件 酸化 スズ 薄膜 の 作成 ee ee #2 FH pa te 
Bere ee EPL RAID EE ec ee ee he ee ee eee 4 FH pe 
硝酸 イン ジウ ッ ウス ム ( 相 ) と 硝酸 スズ CM) う の 熱 分 解法 に ょ る 酸化 イン ジウ ゥ ム ( 相 ) う - 酸 化 え ズ (WV) 膜 の 
作成 と その 電気 抵抗 0 0 7 tative PR 覚 . 衣川 清 重 ° 中 山 宗雄 
EO% 4h 
W— 4A b OPS b ea TGIS EL BA ee ee RY NR 北岡 #8 
DRED PRUE ES RY OBR NNE A SO TS NS NN es 北岡 。 吉 
和 陳 硫 酸 ア ン モ = ウム 水深 液 に たよ る マン ガン ノジュール の 浸出 反応 お よび 速度 SAMAK «FP fe 
D VIBKIA LY 7 ROKMMOKPCOMK: の SSN 小沢 利之 ・ 氏 家 高 志 ・ 田 村 和 利 
3 SH HH ft OS 
a) & kK 
シク ロロ ヘ へ キサ ント リア ミン コバルト ( 相 う 錯体 の 合成 ・・・・・…・・ 梅原 道子 ・ 石 井 実 ・ 能 村 光 郎 ・ 村 松 一 郎 ・ 中 原 勝信 
b) 構 & 
1-( ヵ - 詩 換 プ フェ = ニル)-1, 3~- プ タン ジオ ン 類 の = ニッ ケル ( 工 ) ツ 錯体 の 立体 配置 ・・・・・…・ 今井 弘 ・ 井 上 伸一 郎 ・ 白 岩 " 正 
ビス [1-( ヵ - 置 換 フ ェ ニ = ニル)-1, 3- ブ タン ジオ ナ ト ] コ = バ ルト て (I) 錯体 の 立体 配置 
Sl a aay Ws EL ae ee Oe fee ww ee ela ee oe ee ASE Bh oe et TE 4 田井 孝典 * 森 本 4: 誠 
ec) Rk & 
ポリ アミ ン -NN- ポ リ 酢 酸 一 希土類 金属 ( 世 ) う 鑑 体 と 鉛 ( 苑 うと の 置換 反応 ーー 野崎 郭 ・ 坂 本 政 葉 ・ 山 本 康 則 
シフ アン 化物 イオ ン と エチ レン ジア ミン と の 混合 配 位 子 コ バル ト ( て (本) 錯体 と = ト = ベ ペ ベン ゼン と の 反応 : 
RO hoes Eo i RNC OR UE Be ee de eFC forty te 新井 義夫 . Flies ee . Ata AVES 
4. 地球 化学 ・ 宇 宙 化 学 
CURR toe, Tea A EO A ey + tts ttt #8 尾崎 敦子 ・ 石 原 A Gk 研 治 ・ 保 田 正人 
マン ガン (I) 共 存 下 に お ける 酸素 に よる ク ョ ム ( ブ 想う の 酸化 速度 ・・・・…・…・…・ Kile 進 ・ 大 崎 知 恵 ・ 西 野 和典 ・ 高 島 良 正 
中 国 お よび 日 本 の 古代 ガラ ス の 銘 同 位 体 比 ーー 山崎 一 雄 ・ 室 住 正 世 ・ 中 村 精 次 ・ 湯 浅 光 秋 ・ 渡 会 素 彦 
応 化 水素 - ア ンマ モ = ア - 水 - 硫 化 水素 系 の 気 相 放 電 お よび 紫外 線 照 射 に よる 生成 物 
CO CE OY RN 三 義 英 一 ・ 海 老 沢 一 ・ 百 井 人 恒雄 ・ 柳 沢 三郎 
SRNR FAs LOZ BAC O AYE he) eet ET 6 Kill} 進 ・ 大 崎 知 恵 ・ 高 島 良 正 
中 性 溶液 中 た お ける 有機 物 に と よる クロ ョ ム ( 立 う の 選 元 速 度 ・・  e Kiley 進 ・ 大 崎 知 恵 ・ 西 野 和 上 典 ・ 高 島 良 正 
6 分 析 化 学 
b) 吸光 光度 法 
高 次 微分 吸光 光度 法 に よる 超 微 量 分 析 一 一 , B, 7,9- テ トラ キス (1- メ チル ピリ ジニ ウム -3- イ ル ) 
ポル フィ VRB DRE AOI re ee ee ee ee Ast —°R KB 
ヘキサ デシ ルビ ピリ ジニ ウム = ブロ ミド 共存 下 に お ば る フェ ニ = ルフ ルオ ロン に よる 微量 銅 の 
吸光 光度 定量 た およぼす 亜 硝酸 ナド ト リウ スム お よび ピリ ジン の 影響 桜庭 " 建 * 小 島 益 生 
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第 四 級 アン モニ = ウム 塩 共 存 下 に た お ける 2,6- ジ ブロ モ フ ェ ノー ルイ ンド フェ ノー ル に よる 


PS SRA DS Gyan OL NG ES er ys Te Re fis 5 BAAN + KU AE + WEFP RR ME 
2- チ オキ ソ -5- ニ = トロッ ツ -1,8= ジ ェ チ ル ペ ル ヒ ドロ ピリ ミ ジ ン -4,6- ジ オン を 用 いる 鉄 CT エ ) 

DURSCRESE EE ee EE --BRIEFL + Bybee K 
A-QQ-F TI VUMTY)VINY 2 HNICE DROBO fe ee ee ee 上 田 一 正 ・ 山 本 義一 © 
金属 置換 反応 た にょ る 水溶 液 中 に お ける 金属 - ポ ルフ ィ リ ン 錯 体 生成 の 促進 ・・…・…・・…・ 石井 一 ・ 高 £S- ERBE 

d) 原子 スペ クト ル 法 
黒鉛 炉 原 子 明 光 分 析 法 に よる スト ロン チッ ウム の 分 析 に お ける 塩化 物 の 王 渉 ・ +s sess 松崎 浩司 ・ 村 上 定 際 ・ 吉 野 隆 
スペ クト ル 法 に よ ょ る 炎 中 の イン ジウ ム 化 合 物 の 挙動 に 関す る 研究 ・・ ーー FM APIEAL, 


f) 核 磁気 ・ 常 磁性 共鳴 分 析 
1H- お よび C-NMR た にょ る ジェ チル ジチオ カル ベ バ マト 金属 キレ ー ト の 分 析 
hd ES Oe る O27 GG iene yn Crea ice 山崎 5° PGE ASS PP Oe 
B= RAT fy, TY LOCH oO A= 7 Ake C-NMR AS 7 bite les EE CE 
8) 電気 分 析 
Peer ie (leo Dig O 8) gy Pee peeve 9/1) (*) eimai aliieny ci) 27 =| allie) (=) es coke ee ele 石川 徳久 ・ 松 下 FE 
ョ ウッ 素 酸 カ リウ ツウ ム を 用 いた 電流 滴定 法 に よる ホル ム ア ル デ ヒ ド = オ キシン ム と ホル ム ア ル デ ヒ ド の 示 差 定量 
7 に 00 ak oe tee 佐竹 Bh th TY 
ント ツレ の ロフ オー 山口 整 毅 ・ 塚 本 務 人 ・ 千 田 A 
反応 速度 差 を 利用 し た 電流 滴定 法 に よる ヒド ロキ ノン と ヵ -( メ チル アミ ノ ) ツ フェ ノー ル の 示 差 定量 
Bein Gera my Gece yuo wo 2S 2 o. cch Gri Per Bho Hl We + Whee 
nh う クロ マト グラ フワ フィー 
液晶 を 固定 相 と し た が ガス クロ マト グラ フォー に お ける 直流 電場 の 印加 に ょ る 吸着 現象 


Ce eC Ee 導い YEMRPS SE - GARE FEK e 
メタ ン の ハロ ゲン 置換 体 の ガス クロ マト グラ フォ ー に お ける 保持 挙動 ーー eH #- Ask: Bk 
PURRAZ PhP D7 4 —OMCI SHIRT < VY QIGEOIDA: + + tt ts 斎藤 真一 ・ 寺 前 紀夫 ・ 田 中 誠之 
ガス クロ マト グラ フラ フォー に お ける 多孔 性 充て ん カラ ム の 有効 空隙 率 で WEE «PH 淳 ・ 管 野 竹 雄 
i) 溶媒 抽出 ・ そ の 他 の 分 離 法 
テ ノ イ ルト リフ ルオ セロ アセ トン に よる リチウム の 溶媒 抽出 西浦 Sa + THATS + INS 
種々 の 鉄 ( 札 〕 担 持 型 陽 イ オン 交換 樹脂 に と よる リン 酸 イ オン の 吸着 ーー 吉田 「「 烈 " 竹 下 亮 一 * 正 野 舞 平 
トリ オク チル アミ ン に よる シュ ウツ 酸 水 深 液 か ら あ バナ ジウ ム (MV) ツ 錯体 の 液 - 液 抽出 

RN EC EE RE 矢 ヶ 部 憲 児 ・ 渋 谷 康 疹 ・ 南 性 一 
メチ ルト リオ クチ ルアン モニ ウム = クロ リド に よる モリ ブ ド ヘ テロ ポリ 酸 の 溶媒 抽出 : 

OO の 0 語る 赤岩 英夫 ・ 川 本 7 A 
クロ ム ( 相 )- ジ チ ゾ ン 錯 体 お よび クロ ロム (想う)- ジ フェニ ルカ ル バ ゾ ン 錯 体 の 溶媒 抽出 平衡 

DG A te RE eG eT cLeren oon cy mi Beart GG oo oa. 星 。 座 ・ 四 > 柳 隆 夫 ・ 青 村 和 夫 
トリ カプ リル メチ ルアン モニ ウム = クロ リド お よび トリ オク チル アミ ン に よる 塩酸 溶液 か ら の 

が (GN の の 抽 用 2 中 村 高 遠 ・ 佐 藤 太 一 
k) 質量 分 析 : 
エッ チン グ 液 中 の 溶解 金属 に よる ケイ 素 ダ イオ ー ド 表面 の 汚染 岡島 義昭 ・ 小 山 進 ・ 入 野 耕 明 
m) = の tp 
転換 電子 M6ssbauer ANZ b NICK SAY VMSA RM HORO RED 

eke eel eer eee res Coa NT (st cold po lem alive slat col tarce, Ye Seas TPA BSE . EOE Gif . RES ES ° 小嶋 隆司 ° = Re 

1. 有機 化学 ・ 有 機工 業 化学 

a) 構造 ・ 物 性 
可視 吸収 ス え ペ マク トル に よる 分 散 型 ア ぴ 染料 と ポリ エス テル モデ ル の 相互 作用 の 検 対 

CC 2 Fak PE alpen ee re ee gk Sk ae MIRVESEA « PRIS - EBSeie - SOBER 
4- ア ルキ ル , 4- ア ルコ キシ ンジ シ クロ ョ ヘキサン カルボ ン 酸 異性 体 の 13C-NMR スペ クト ル に よる 立体 配 座 解析 

i EMEC A EE ea CN Ue) mp a ot esr A CE CR cee KARA ° 能代 aK 
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b) 反応 ・ 反 応 機構 
ピリ ダ ジ ノ ン 誘 導体 を 用 いる アシ ル 化 , アル キル 化 お よび 誠 素 化 ・・・・・…・ 間 田 人 昼 人 ・ 松 原 御 男 ・ 吉 原 正邦 ・ 前 嶋 俊 寿 
塩化 チオ シン アン に よる ポリ メチ ル ペ ベン ゼン , ポリ メチ ルナ フタ レン お よび 関連 化合 物 

DRBFAY TS PIB wi ee ee ee GUAR + ARATE + 7EBRIG 
トリ フェ ニル ホス フィ ン 触 媒 を 用 いる 3- プ テン -2- オ ン と アル デ ヒ ド 類 の 異常 アル ドー ル 型 付加 反応 

CO ER oa I i ce) eae? & ER Hi NT ORGS I ee eh ee 宮腰 哲雄 ・ Fei GANZ + 斎藤 鐘 次 郎 
佐原 子 価 硫黄 化合 物 と か ベンゾ ぴ キ ノン と の 反応 新井 列 郎 ・ 小 野 塚 峰子 
1,4- ナ フト キノ ン ま た は 2- メ チル -1,4- ナ フト キノ ン と 亜硫酸 ナ ト リ ッ ム の 反応 生成 物 ・・・・・ 新井 列 郎 ・ 小 野 塚 峰子 
相 間 移動 触媒 区 よる ジ ベ ペン ジル エー テル 類 の 合成 se ee ee 小泊 満 生 ・ 沢 村 正 之 ・ 久 保 尚 吉 ・ 吉 冨 末 導 
塩素 置換 アプ マゲ キン ペン ゼン の Wallach 転位 ・ - 2 2 ee ee 山本 二郎 ・ 牧 二郎 ・ 梅 津 雅裕 
臭 化 ア ルミ ニウム に よる 2-AFN-3-(EIMZ wav)-2-FRs 7 —N OPK: + ss ss 6 + (POR + FMR] 
アル キル フェ ノー ル 類 と 塩化 ホス ホリ ル - ホ ルム アミ ド 付 加 物 と の 反応 森村 正治 ・ 盆 忠 ・ 田 村 千 民 
ビス (アセ チル アセ トナ ト ) ニ = ニッ ケル ( 了 L) う - ト リエ チル ジア ルミ ニウム 三 塩 化物 - ト リフ ェ ニ = ル ホ スス フィン 

触媒 にょ る 2,3- ジ メチ ル -1, 3- ブ タ ジ ニ エン の 選択 的 水素 化 ・・ 林原 保 正 ・ 入 木 宗治 ・ 酒 井 睦 司 ・ 内 野 規 人 
エナ ミノ ケト ン の 金属 錯体 と ヵ - 置 換 ベ ン ゾ ゲイ ル = ク ロリ ド と の 反応 ーー 岡本 勇三 ・ 山 下 和 和男 ・ 杉 田 嘉 一郎 
アル キル フェ ノー ル と シア ヌル 酸 ク ロリ ドーAN, NN- ジ メチ ル ホ ルム アミ ド 付 加 物 と の 反応 森村 正治 
脂肪 族 ア ミン お よび ハハ ョ ゲン 化 ざ ペン ジル 存在 下 で の 可視 光 に よる アミ ノア ント ラキ ノン 誘導 体 の 光 退 色 

EG RR OE TE ECE TG Mt Tt ue 7 加藤 清三郎 ・ 井 上 叶 夫 ・ 飛 田 満 導 
ヶ ケトン と 過 酸 化 水 素 か ら 得 られ た ペル オキ ンド と フェ ノー ル 類 と の 反応 に よる 

SE EE OE EE OE NT he sw Se RT 浜本 俊一 ・ 黒 田 信行 ・ 高 光永 明 ・ 梅 村 純 郎 
2,6- ピ ペラ ジン ジオ ォ オン 誘導 体 の 四 級 化 お よび 3,5-VAFVERFVY=a0 AB LIBRO RI 

0 Gel pp ae ei ta a eee ok Rae A aR ea Re et at te * 田中 竜 雄 ・ 久 保田 和則 ・ 渡 辺 芳 彦 ・ 川 村 部 
ペ ベンズ アニ リド の ベン ゾイル 化 に お ける 置換 ピリ ジン 類 と 脂肪 族 第 三 級 アミ ン 類 の 効果 ・・…・…・…・ SMBS ° [eT 
キナ アル カロ イド 修飾 白金 - ア ルミ ナ 触 媒 に よる a-7,beAFUMORAKBKIE: > + > + MUFZEBB GIF - FE 
ジフ ェ ニ ル マ レ イミ ド 類 の 光 閉 環 反 応 お よび 蛍光 挙動 に お よ ょ ぼ す 溶媒 , NV- 四 換 基 お よび 酸 の 効果 


a 0 ee LR RN RE Bly epee ene 市 村 国 宏 . 渡辺 庄司 . 草川 公 一 . 越智 英夫 
GET n= VIR 4S PROVES I ee ee pe ee ee THATS + VEER) - LUPE > ARK 
ケト ン と 過 酸 化 水素 か ら in situ で 誘導 され る ペル オキ ンド と フェ ノー ル と の 反応 に よる 

ペン ゼン ジホ ポ ホール 類 の 合成 前 N00 浜本 俊一 黒田 信行 ・ 高 光永 明 ・ 梅 村 純 郎 
ペン タン シ アノ コバ ルト (E) 酸 錯体 を 用 いた カル コン 類 の 接触 還元 に よる ジヒドロ ダイ マー の 生成 

Ei. Se CE CF et ale eee et a Fd ee le ® 森岡 元 信 . 方 内 豊 . 水野 英雄 . BAR Bae 
チオ 宏和 候 香 酸 の 熱 分 解 SE LCE BE OY RE 小沢 健治 . 長谷 川 博俊 . 板橋 国 夫 
シア ヌル 酸 ク ロリ ドーAN, N- ジ メチ ル ホ ルム アミ ド 付 加 物 と アリ ー ル メチ ルケ トン と の 反応 に よる 

(2E, 42)-5- ク ロロ =1)5- ジ アリ ー ル -2,4- ペ ンタ ジニ ェ エン -1- オ ン の 生成 森村 正治 
塩化 銅 ( エ う た ょ る ハロ ョ ブタン の 居 素 置換 反応 の 位置 ・ 立 体 選 択 人 性 と 2- ブ テン へ の 塩素 付加 反応 の 

WE (Ae a i WDA EI NN ny pig we do mt 御園 生 ・ 誠 ・ 武 安弘 光 ・ 米 田 幸 夫 
イッ マブ チル メチ ルケ トン と 過 酸 化 水 素 か ら in situ で 誘導 され る ペル オキ シド 

ER RO PRA Em RTE mw oe rw i tle 浜本 俊一 ・ 黒 田 信 行 ・ 高 光永 明 ・ 梅 村 純 郎 
置換 アミ リン 類 の N,N- ジ ベン ゾイル 化 一 一 NW- ア リー ル ベ ペ ベンズ アミ ド の ペン マゾ イル 化 に お ける 

oe ee ee re he te SoS © SHEET 

c) & k 
環状 8 - お よび 7- ケ ト エ ステ ル か ら 2- BLO 3- イ マッ プロ ピル -1- メ スチ ルナ フタ レン の 合成 

UR i RR oo on av te kp of ath ap evcioy la oy ‘yh cs SEMAIEB + FArHAF— + SIPREE © WIFE 
PLLRRO R= GETS SY MEORBARE + ere res ren miro 山口 信 郎 ・ 秋 枝 茂 
光学 活性 1- フ ェ ニ = ル エ チル アミ ン の 塩 に よる N= ペン ゾイル フェ ニル グリ シン の 光学 活性 化 

Gis A GS lol MAN ee ere SOORVEUC EB © HR — © 宮川 敏夫 ・ 川 合 HA 
WHE ODS TS ン 類 か ら ジ スル フェ 』 ド の 谷 成 ed 森村 正治 
液化 二酸化 硫黄 中 で の 三 酸化 硫黄 に だ ょ る アン トラ キノ ン の @- ス ルル ホン 化 に お ける 

FOF Fr ROMUEYEA > = 288) 6 ee Re we wa ee Se we ee 川端 康治 郎 ・ 林 RISE + SOF Ait 
フェ ニル チオ ビ ピリリ ウム 塩類 と 硫黄 , 密 素 イ ド お よび アジ 化 ナ トリ ウッ ム と の 反応 鈴木 吉 蔵 
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1-(Nー- ト シル ヒド ラジ ノ ) う アル キル ホス ホン 酸 ジ メチ ル か ら 第 二 級 アル キル ホス ホン 酸 ジ メチ ル の 合成 


NL TE EN NE Sn 0 ER ON CC A ives ° 佐原 秀子 
多 硫 化 ナ トリ ウム に よる カ -= ト ロト ル エ ン か ら ヵ カ アミ ノ ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド の 合成 

OO CE a Rn dade gma: lash A Va SL CA A a 加藤 邦 興 ・ Te n= es} + PG 忠昭 e 畑 EZ 
金属 ナトリウム を 用 いた フェ ノー ル 類 の 選択 的 オル ト ア ルキ ル 化 反応 

RE CN A a I Agu cly iN) eee Ligh ana LL) FE Fett ‘ AEF te a Hr hid BE a 田中 順 太 郎 
23F- AB CSE ラジ シル の : 1= 置 換 誘 導体 の 信成 vo TE ER TlH ME 
QE VERE IAS He DPR Ae. 7 Ah AGING SP rl. SNE teh tate See a) ay te 市 村 国 宏 ・ 渡 辺 庄 司 ・ AEE 
&@&,8,B- ト リフ ルオ ロス チレ ン お よび 関連 する フル オロ フェ ニル エチ レン 類 の 新 合成 法 ・・・・・‥・ 久住 真 ・ 新 宮 春 男 
1- 置 換 -5,5ー- ジ フェ ニル -8,4: 3 ポー ジ ベ ペ ベンゾ -2,2- ジ ピロ メ テ ン の 生成 と その 生成 機構 

lies RR LE AT A a oS RR MAWES + PUP ZEA « HEC ERB + ATI DER 
BIE VSB RY -B 7 VID OFM 7RILO RAM 110 5 SURE > amanellig a SALLE + PHEEET + HABE 
Ch VF 2A 1) 7B VIB AR DEER as Slot ariel ier Wie rer celle eee Mgt yes 細川 研 三 ・ 藤 井 省 造 ・ 犬 飼 HE 
光学 活性 か ans-1,2- シ クロ ヘキサ ンジ カル ボン 酸 無水 物 を 用 いる アル コー ル 類 の 光学 分 割 

NE RA OE UN I ners EE oe hy Oro 石崎 卓 山 : 三浦 久男 ° 野平 博之 
佐原 子 価 = ジ ウム 錯体 を 用 いた アン トラ キノ ン の 直接 アフ ミノ フ 化 ーー SHB A = Wee aS ° AR TE 
5- 置 換 -2,3- ジ クロ ョ ロ -1,4- ナ フト キノ ン お よび 5- 置 換 -2,3,6,8- テ トラ クロ ョ ロー1,4- ナ フト キノ ン と 

3) ン 類 と の 反応 CO RE Ve tn Th A I CC OT RR 笠井 俊 保 ・ 中 森 建 夫 ・ 関 口 京 一 
d) 有機 工業 化学 
Mo0』-Al20。 触媒 た ょ る カル バ ゾ ビール の 水素 化 脱 窒素 反応 ーー AIF IER + RAS + DPA 
ニトロ ベン ゼン お よび 0o- ニ トロ トル エン の 硫酸 - メ タ ノ ー ル 中 で の 接触 還元 

ee) GREATS ER OG NE RE RR SL GR 曽根 孝明 ・ 狩 倉 正実 ・ 新 海 征 治 ・ 真 負 ・ 修 - 
Wis LMA Zany bv SOB Enns, = ey iy | Bie ss cis HASTA + VEE EER 誠 
ゲル パー ミエ ーション クタ クロマ トグラフ に よる 溶剤 精製 談 の 分 別 と 成分 分 析 

ee ai Tole i ei i Joy CE ON FE A er NR a TT RE 矢尾 正 ・ APA AC ep . (ETRE ES, fat ° 神谷 佳 男 
Smee LS7 27 -VORMT YEA VYA+ © ee nm *・ 浜 田 秀昭 ・ 松 崎 武 彦 ・ 若 林 勝 彦 
ョ ンプ レキ サン 型 界 面 活 性 剤 の イオ ン 洋 選 へ の 遍 用 i 小 出 善 文 ・ 和 上 泉 謙 三 ・ 奥 園 一 彦 ・ 山 田 仁 穂 
N- ア ルカ ノイ ル ジ エ チレ ント リア ミン に よる 使用 済み 触媒 浸出 液 か ら の 有価 金属 の 選択 的 採取 
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非 水 溶媒 中 で の アゾ カッ プリ ング 反応 に お ける 塩基 の 触媒 作用 橋田 洋一 ・ 田 辺 文子 ・ 松 井 弘 次 
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ポリ (オキ シ エ チ レン シン)= ア ルキ ル エ ー テ ル = カ ル ボ ン 酸 塩 の 溶液 物性 ーー 荻野 圭三 ・ 阿 地 孝 則 ・ 田 端 男 仁 
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ポリ (ビニ = ルビ ピロ リド ン ツ ) と 4- ア ミノ アゾ ベン ゼン 誘導 体 お よび メチ ルオ レン ジ 同 族 体 
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8. 天然 物 有 機 化学 ・ 生 物化 学 


a) 天然 物 有 機 化学 


酸 に よる NN, N- ジ アル キル ネリ ル お よび ゲラ ニル アミ ン の 環 化 反 応 ・・・・・ 高 部 回 彦 ・ 山 田 . 隆 ・ 佐 藤和 仁 夫 ・ 片 桐 孝夫 
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a) 構 造 
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EE RR RE Mette Ct Mi Pee ES ME OE IR Te A 兼 広 春 之 ・ 小 見 山 二 郎 ・ 飯 鳥 俊郎 
導電 件 に お よ ぼ す 導 電 性 物質 の 分 散 状態 の 影響 田中 光 秋 ・ 宇 野 泰 三 
水 - 油 界面 に お ける ポリ [2-( ジ メチ ル ア ミ ノ ) エ チル = メタ クリ ラー ト ] の 吸着 ・・・・…・・ 松本 恒 隆 ・ 中 前 勝 導 ・ 前 田 浩三 
c) 合成 と 反応 ; 
ヒド ロキ シル アミ ン - 過 酸化 水素 系 に よる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 田中 孝昭 
ポリ 酢酸 ビニ = ル ラ ジ カ ル に よる ク メ ヌン シン か ら の 水素 引き 抜き 速度 に 対す る 溶媒 効果 
Blk, See Seas ce eS Re OMENS WIRED lente fe ec he: 5 SER. eS eeaile Pel eal 山本 統 平 . 山本 忠弘 . 加藤 利行 . 広田 正義 
テス テル と ビグ アニ = ニ ド の 反応 に よ ょ る 側 鎖 た 1,3,5- ト リア ジン 環 を も つ 高 分 子 の 合成 と 件 質 
By RRR oR! aes bet Wes Te ee ee Bie wpe aya eb epee 6 8 8s ER REY EE Mes SABE 
PKS FO < SEATUROMS - tke S LEHVMEAOMA + kre ome 
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え スタ クリ ル 酸 メチ ル の ラジ カル 重合 速度 に お ける 溶媒 効果 ・・ ee 山本 統 平 ・ 山 本 忠弘 ・ 山 元 俊文 ・ 広 田 正義 
EVIRATFTVRUCAT ORV AT FORMER ee ee ee es 鈴木 iG + ACR ETHIE 
BAY 7 w= M-7T7YORBRIG ee 小川 太一 ・ 黒 木 健 ・ 池 村 ORL 
非 イ オン 界面 活性 剤 の 存在 下 に け お る ビス (2,2- ビ ピリ ジル ) コ バル ト ( 工 〕 鑑 体 に た よる 
ZPD VU RF ORES wie we I ees eee ae a ele MIFREA + AMPS - Mme BAER 
He Qo SAO RE ONE ae し AVIVA ¢ YEW 
[2-( ジ ェ チ ル ア ミノ フ ) エ チル ] デ キス トラ ン 塩 酸 塩 と (カル ボキ シメ ヌメ チル) デキストラン お よび 
デキ スト ラン 硫酸 ナトリウム の 3 成分 か ら な る 高 分 子 電解 質 複 合体 の 構造 と 性 質 
00/0 菊池 康男 ・ 堀 和 明 ・ 大 西 靖彦 
2- イ ワッ プ ロペ ニル -5- メ チル =1, 3, 4- オ キサ ジア どー ル お よび 2- イ ゾ プ rr ペ ニ ル ペン マゾ ぴ 
オキ サ ゾ ビール グ ラフ ト に よる 木綿 の 紫外 線 劣 化 防止 HR ERE = HE ZENA 
カー ボン ブラ ッ ク 表 面 で 開始 され る イッ プチ ルビ ニル エー テル の カチ オン 重合 ・・・・・ 坪 川 紀夫 ・ 武 田 直樹 ・ 工 藤 金 悦 
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」 イミ ダ ゲ ゾー ル を 含む 高 分 子 へ の アク リル アル デ ヒ ド の グラ フト 重合 に お ける 近傍 基 効 果 
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亜硫酸 カル シウム 存在 下 に お ける メタ クリ ル 酸 メチル の 重合 山口 + PSE + FR Te 
海水 中 ウラ ン を 吸着 する 樹脂 の 製造 江川 博明 ・ 原 田 日 路 史 ・ 野 中 克 正 
アミ ドキ シム 基 を 有する キレ ー ト 樹脂 に よる 海水 か らち ら の ウラ ン の 回 収 ・・ sees TINGE + BREA PASE + PRA eS 
ホス ホリ ル 基 を 含む 高 分 子 に よる メタ クリ ル 酸 え チ チル の 重合 
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d) 天然 高 分 子 
亜硫酸 燕 解 に お ける 蒸 解 反応 の 速度 諭 的 研究 一 一 針葉樹 (= ゾ マ ッ ) 燕 解 に お ける 脱 リ グ ニ ン と 
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f) プラ スチ ッ ク ・ 合 成樹 脂 ・ ゴ ム ・ 接 着 剤 
高圧 共 重 合 に よる エチ レン - へ キサ フル オロ プロ ペン 共 重 合体 の 合成 お よ びそ の ゴ ざ ム 特性 


OE IS cio 立 上 義 治 ・ 米 谷 BE | Be 


ニテ チレ ンー メタ クリ ル 酸 た ブチ ル 共 重合 体 の イオ ン 橋 か け 反 応 に よる アイ オノ マー の 


ON fe ceta ps a pogcaos os 2 Se ea pe Reape 立正 義治 
ホス ホン 酸 ジ フェ ニル - ホ ルム アル デ ヒ ド 樹 脂 を 基体 と する 陽 イ オン 交換 樹脂 の 合成 と 

RB は AE Ee Bi 秀彦 ・ 藤 村 義 和 
アミ ン 系 促進 剤 を 添加 し た ジカルボン 酸 に ょ る 硬化 そ ポ キシ 樹脂 の 硬化 機構 と 中 間 体 の 構造 
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b) 単位 操作 
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c) 排水 処理 
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d) 廃棄 物 処理 

高 分 解 能 NMR に よる ス え スラッジ 中 の 水 の 状 態 た 関す る 研究 佐藤 広 昭 ・ 衛 藤 正 徳 ・ 鈴 木 英 友 
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論文 特集 「 機 能 性 ミセ ル 」 


非 イ オン 界面 活性 剤 の 溶液 物性 の 温度 依存 性 tt tt 黒岩 茂 隆 ・ 松 田 英臣 ・ 藤 松 仁 
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糖 と スチ レン 誘導 体 か ら の 両親 媒 性 高 分 子 の 合成 , お よび 水中 に お ける 有機 化合 物 の 取り 込み 
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【7】 
ISFET 有機 膜 ゲー トー の pH 応答 と 高 分 子 吸着 の 影響 1499 
アイ オノ マー エチ レン - メ タク リル 酸 た ブチ ル 共 重合 体 の イオ 
ン 橋 か け 反 応 に ょ る 一 の 合成 お よび その 接着 特 件 156% 
亜鉛 ーー の 電極 反応 機構 1824 
アク リル アル デ ヒ ド イミ ダ ゾ ビー ル を 含む 高 分 子 べ の 一 一 の グラ 
フト 重合 に お ける 近接 基 効 果 1410 


PRI A> 神戸 地域 た お ける 雨水 中 の 硝酸 イオ ン と ーー の 拳 
動 1169 

亜 硝酸 エチ ル 一 ーー の マイ ク ァ r ァ ペ 波 スペ クト ル お よび 分 子 構造 
1661 


NN- ア シル - エ L- ヒ スチ ジン 一 - に よる 各 利 
セル 系 立体 選択 的 アシ ン ル 反応 462 


ニン レニ ツジ 2 の 


アス ファ ル テ ン 重 質 油 の 接触 水素 化 処 理 た お ける 一 の 分 解 反 
応 1037 

アゾ カッ プリ ング 反応 非 水溶 媒 中 で の 一 に お ける 塩基 の 触媒 
作用 865N 


アゾ キシ ベン ゼン 塩素 置換 の Wallach 転位 153% 

アゾ 染料 可視 吸収 スペ マク トル に よる 分 散 型 一 一 と ポリ エス テル 
モデ ル の 相 写 作用 の 検討 593 

アニ オン 界面 活性 剤 選択 性 電極 か - た オク チル フェ ノー ル を 液 膜 
中 に 添加 し た 一 一 1645 

アニ リン NaOH/7-Al20。 触媒 を 用 いた 一 一 の メタ ノー ル に よる 
NN- メ チル 化 反応 1316 

アニ リン 類 置換 一 一 の N,N- ジ ベン ゾイル 化 1926N 

深き ミ 放 の 湿式 酸素 酸化 270 

4- ア ミノ アゾ ベン ゼン 四 級 化 ポ リ ( ビ = ル ピ リ ジン ) と 一 お よ 
びそ の 誘導 体 と の 協同 的 結合 263 

4 アミ クノ アゾ ソリ ベジ セン ジン 放 導 体 ポリ で て ビニル ビビ ェ r リ ドン と ーー お 
よび メ ぇ チル オレ ンジ 同族 体 と の 結合 の 解析 1881 

アミ ノア ント ラキ ノン 誘導 体 脂肪 族 ア ミン お よび ハセ ゲン 化 ペ 


ンジ ル 存 在 下 で の 可視 光 た に ょ る の 光 退 色 309 
アミ ノ 酸 酢 三 セル ロー ス を 用 いた 二 三 の 中 性 一 一 混合 水深 液 の 
逆 浸透 分 離 127 


乳酸 セン サー を 用 いる ーー の マイ クロ バイ オア ッ セ イ 1537 
p- 了 アミ ノ ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド 多 硫 化 ナ トリ ッ ウム に よる p-=ahe 
トル エン か ら の 合成 729 
L-&- ア ラニ ン 水 酸 化 鉄 C 世 〕〉 の 一 に よる 解 脇 条件 の 濁 度 法 に 
よる 研究 1666 
亜硫酸 ナトリウム geCIL)-edta 錯体 存在 下 に た お ける 一 の 一 酸 
化 窒素 た ょ る 酸化 181 
アリ ー ル メチ ルケ トン シア ヌル 酸 ク ロリ ド 一 N,N- ジ メチ ル ホ 
ルム アミ ド 付 加 物 と ーー と の 反応 に よる QE, 4Z)-5-7 
ロロ -1,5- ジ アリ ー ル -2,4- ペ ンタ ジェ ニン -1- オ ナン の 生成 


1804 
Rh/TiO,-VO, 触媒 m- キ シン レン - 水 蒸気 反応 用 一 一 の 設計 と 調 
製 の 試行 792 


NN- ア ルカ ノイ ル ジ エ チレ ント リア ミン kD HES fh 
媒 浸 出 液 か ら の 有価 金属 の 選択 的 採取 773% 

NV- ア ルキ ル 化 ハロ = ゲン 化 ア ン モ ニウム を 人 触媒 と する アミ ン お 
よび アミ ド の 一 一 279% 

アル キル ビリ ジン 類 オレ フェ ォ ン か らら 一 一 の 新しい 合成 法 「1734 

アル キル フェ ノー ル —LY7 KNB 2) K-N,N-V AF 
ル ホ ルム アミ ド 付 加 物 と の 反応 303 

アル キル フェ ノー ル 類 一 一 と 塩化 ホス ホリ ル = ホ ルム アミ ド 付 
' 加 物 と の 反応 233 

アル キル ホス ホン 酸 ジ メチ ル 1-(N-F FY NEF ALATA 
キル ホス ホン 酸 ジ メチ ル か ら 第 二 級 一 の 合成 609 


C18 ) 


アル コキ シ -p- ベ ン ゾ キノ ン 可逆 的 酸素 担体 錯体 を 触媒 と す 
カカ ベンゾ キノ ン と アル コー ル か ら の 一 1309 { 
アル コー ル セ ン サー 酸素 欠損 ペ ョ プス カイ ト 型 酸化 物 の 性 質 紀 | 
ーー へ の 応用 1568 | 
トリ ス ( ア ルキ ル チ オ リー 一 と 無 


アジ ジン リト リフ ルコ = キン ーー 
水 酢 醸 と の 反応 147N 
第 三 級 ホス フィ ン , 一 - ポ お よび それ ら の オニ ウム 塩 の 1!3C= 


NMR スペ クト ル 1836 

人 - ア ルミ ナ 一 一 の 熱 分 解 に お ける 結 品 学 的 方 位 関 係 297 
ーー の 熱 分 解 に た に およぼす 置換 イオ ン 種 お よび 雰囲気 の 影響 
1102 

B'-TILS FR 噴 却 熱 分 解法 一 の 焼 結 件 1703 

アル ミニ ウム Fo) AMITSENSH, —BLVUF BY 


576 
の 分 極 コ ンダ クタ ンス を 用 いた 水 酸 化物 イオ ン 高 濃度 の 
計測 1626 
アン トラ キノ ン 液化 二酸化 硫黄 中 で の 三 酸 化 硫 黄 と に と ょ る 一 の 


@- ス ル ホ ン に お ける パラ ジウ ム の 触媒 作用 322 
低 原 子 価 = ジ ゥ ム 錯 体 を 用 いた の 直接 アミ ノ 化 1855 
アン トラ セン 一 - お よび ベンゾフェノン を 結合 し た 機能 人 性 ミセ 
ル の 分 光学 的 研究 418 
アン モニ ア 法 排 煙 脱硝 酸 。 一 一 後 の 熱 交換 中 の 堆積 物 160% 
アン モニ ウム イオ ン 電 極 ュー トラ ルキ ャ リヤ ー 型 一 - の 試作 
1462 
アン モニ ウム 老 会 合体 プロ トン 引き 抜き 反応 に お ける ミセ セル, 
2 分 子 膜 等 一 - の 触媒 作用 442 
アン モノ リ シ ス 金 層 塩 化物 触媒 た に た ょ る フェ ノー ル の 液 相 一 一 
613 


C4] 


硫黄 化合 物 低 原 子 価 一 - と ベン ゾ キ ノン と の 反応 49 
白金 触媒 た ょ る 一 の 酸化 脱臭 349 
小型 実装 置 を 使用 し た 白金 触媒 た に た ょ る 一 の 酸化 脱臭 1898 
イオ ン 選 択 性 ガラ ス 電 極 ーー 一 の 応答 特異 性 と 電位 差 滴 定 へ の 応 
用 1509 
イオ ン 選 択 性 電極 HZKEH 257+) お よび 2 ク ェ セム ( 朴 ) 
の 試作 と その 分 析 へ の 応用 1453 
ーー に ょ る 安定 度 定数 の 測定 1485 
イオ ン 電 極 ーー に よる 血 中 電解 質 濃度 の 測定 1532 
イオ ン 電 極 液 膜 親 油性 陰 イ オン を 含む ニュ ー ト ラル キャ リヤ ー 
型 一 - の 選択 人 性 1423 
イソ ブチ ルビ ニル エー テル カー ボン ブラ ッ ク 表 面 で 開始 され る 
ーー の ヵ カチ オン 重合 1264 
イソ ブチ ル メ チル ケト ン 一 一 と 過 酸 化 水素 か ら in situ で 誘導 
され る ペル オキ ンド と フェ ノー ル と の 反応 機構 1850 
2- お よび 83- イ ソ プ ブロ ピル -1- メ チル ナフタレン BR BRIO 
7- ケ ト エ ステ ルル か ら ーー の 合成 62 
一 酸化 度 素 中温 と お ける 二酸化 炭素 か ら の 一 一 製造 966 
イン ジウ ム 化 合 物 スペ クト ル 法 に ょ る 一 一 の 挙動 に 関す る 研 完 
1718 
レン 


ーー の 酵素 免疫 電極 1549 
【 ウ 】 


VI=NMAASH bVAPFNRAZAYAFYFRA-Fav 
PURRF IF vy Y-A-RV EMR AV. S4——OBRE RV 
タン メト リー 定量 1656 

ウラ ン 海水 中 一 ーー を 吸着 する 樹脂 の 製造 1767 

アミ ドキ ン シ ン ム 基 を 有する キレ ー ト 樹脂 な は ょ る 海水 か ら の 一 一 
の 回 収 1773 


[1] 


オシ ン Y —BRKOMMABRINGKCAD BGR LEO fie 
析 675 

Rm 一 ーー を 固定 相 と し た ガス クロ マト グラ フィ ォ ー に お ける 直流 
電場 の 印加 に ょ る 吸着 現象 582 

0。-CO 系 反応 ーー- に お ける 金属 酸化 物 混 合体 の 反応 性 1685 

ステ ル 一 と ビグ アニ = ドド の 反応 に よる 側 鎖 た に 1,3,5- ト リア 
ジン 環 を も つ 高 分 子 の 合成 と 性 質 87 

チレ ン - 酢 酸 ビ ニル 共 重 合体 一 一 中 の アル キル 分 岐 類 の 定量 
74 

チレ ン - ヘ へ キサ フル オロ プロ ペン 共 重 合体 高圧 共 重 合 に よる 
ーー の 合成 お よび その ご デム 弾性 112 

ナミ ノ ケ トン 一 の 金属 錯体 と か 置 換 ベ ン ゾ イル = クロ リド 
と の 反応 282% 

i/y7-Al,O, 触媒 一 酸化 炭素 , 二酸化 炭素 の ぇ タン 化 反応 を 利 
用 し た 一 一 の 活性 点 濃 度 測定 686 


H; NH,-CO-H,-O,-H,O-Ny 系 に お ける 一 一 の 無人 触媒 酸化 
1274 

O NO-NH;-CO-H,-0,-H,0-N, 系 に お ける 一 の 無 触媒 選 元 
1282 

O-NH。 反応 ーー に 対す る CuO-Fe20』- 活 性 炭 触 媒 の 低温 活 
性 1673 


‘N 枝 四 重 極 夫 鳴 複素 環 化 合 物 の ーー 787 

"e,-zSn204,。 BAKA KA 6 O TRPEWUIR—(*<0.110) の 
生成 24 

エポキシ 樹脂 アミ ン 系 促進 剤 を 添加 し た ジカルボン 酸 に ょ る 硬 
化 一 - の 硬化 機構 と 中 間 体 の 構造 1777 

Mo0。-ALO。 触媒 ーー に よ ょ よる カル バ ゾ ビー ル の 水素 化 脱 容 素 反 


応 69 
ェ ー ロ ゾル 系 界面 活性 剤 一 一 の 溶液 物 人 性 と 構造 375 
MkLFAL TL に よる ポリ メチ ル ペ ベンゼン , ポリ メチ ルナ 


フタ レン お ょ び 関 連 化 合 物 の 異常 チキ オン アナ ト 置 換 38 


【 オ 】 


+ イル サン ド 一 一 重 質 油 の 水素 化 分 解 1047 

+ キサ ジア ゾー ル 2- イ ツ ソ プ ロ ペ ニ ル -5- メ チル -1,3,4- お よ 
び 2- イ マッ マップ ロペ ニル ペン ゾ ビオ キサ ゾー ルル グラ フト に よる 
木綿 の 紫外 線 劣化 防止 1163 

+ レフ ィ ン 減圧 残 油 の 二 段 階 分 解法 に よる 一 一 お よび 高 カ ロリ 
ー ガ ス の 製造 999 


【 カ 】 


名 古屋 市 大 気 中 た お ける 一 一 の 挙動 ~141 
AEA ユ ュ ンプ レキ サン 型 一 - の イオ ン 浮 選 へ の 応用 742 
BAR(E7KH イソ ブ チ ル メチ ルケ トン と か ら in situ で 誘導 
され る ペル オキ ンド と フェ ノー ル と の 反応 機構 1850 
サス クロ マト グラ フィ ー 液晶 を 固定 相 と し た 一 - に お ける 直流 
電場 の 印加 に ょ る 吸着 現象 582 
ーー に お ける 多孔 性 充て ん カラ ム の 有効 空隙 率 1415N 
J ス セ ン サ ー 金属 - 半 導体 接合 型 一 一 と その 作動 機構 1585 
酸化 スズ (WM うー に お ける パラ ジウ ム の 添加 効果 1597 
』 ス 漏れ 検出 素子 都市 ガス 用 厚 膜 化 一 - 1591 
HFA MHA, _ ポ ボリ 塩化 ビニ = ル か ら の 一 の 合成 と その 凝集 
効果 121 
ite ポリ 塩化 ビニ = ル 廃 棄 物 か ら の 一 一 の 製造 858 
IFA 中 国 お よび 日 本 の 古代 一 一 の 銘 同 位 体 比 821 
リウ ム _ 液 膜 た ょ る 一 ーー と ナトリウム の 分 離 135 
溶融 金属 一 ー を 用 いる 多 張 談 の 座 媒 可 溶 化 反 応 939 
」 リ ウム イオ ン 選 択 性 電極 の 過渡 応答 1431 
』 ル コン 類 ペン タ シ ア ノコ バルト (E) 酸 錯体 を 用 いた 一 の 接 
触 還 元 に よる ジヒドロ ダイ マー の 生成 1300% 
リル ジウ ムイ オン 選択 性 電極 ーー の ダイ ナチ ミック キャ リブ レー 


5 ah 


€ 19 ) 


ショ ン と メモ リー 効果 1641 
カル バ ゾ ー ル Mo0』-Al20。 触 媒 た に ょ る 一 の 水素 化 脱 窒素 反応 
69 
含水 酸化 鉄 結晶 


一 表面 の SO。 BLU HO 吸着 サイ ト 681 


[+] 


2,6- キ シレ ノー ル 部 分 四 級 化 4- ビ = ル ピ リ ジン テ ョ マー 和 型 界 
面 活 性 剤 の 合成 と その 銅 錯体 た よる 一 一 の 乳化 重合 1875 

mm- キ シレ ン - 水 蒸気 反応 用 Rh/TiO。-VO。 触媒 の 設計 と 
調製 の 試行 792 

気 相 放電 炭化 水素 - ア ン モ = ア - 水 - 硫 化 水素 系 の 一 - お よび 紫 
MARIANI £ BAER «1120 

希土類 金属 (III) 錯 体 7) 7s v-N-AY ReMB-— eB 
の 置換 反応 815 

希土類 元素 ーー を 含む 複合 酸化 物 の 触媒 物性 と セン サー へ の 応 
用 1573 

希土類 元素 - ニ トリ ロ 三 酢酸 錯体 一 一 の 安定 度 定数 1485 

キノ リノ ー ル 5,7- ジ ハロ ゲ ノ -8- 一 - の 奇妙 な 不 均 化 の 再 検 表 


1188N 

逆 ミ セル 無水 系 お よび 含水 系 に お ける 一 一 の 触媒 担体 作用 
435 

吸着 効果 トラ ンジ スタ ー 一 の 応答 た 対す る 空気 中 湿度 の 影響 
1609 

共鳴 ラマ ン 分 光 法 高速 液体 クロ マト グラ フィ ォ ー の 検出 に お ける 
の 応用 1363 

キレ ー ト 樹脂 アミ ドキ シム 基 を 有する ーー 一 に よる 海水 か らち の ウ 


ラン の 回 収 1773 
金属 セッ ケン AH, 偶 数 個 の 炭素 迷 を も つの 融点 と ベン ゼ 
ン 中 の 臨界 溶解 温度 と の 関連 性 654% 
銀 - 酸 化 銀 電 極 ーー 一 の 電極 挙動 に お よ ぼ す 亜 硫酸 カリ ウム お よ 
び 塩 化 パ ラジ ウッ ウム の 影響 1212 
銀 ヒ ドロ ゾル 一 の 光化学 的 生成 反応 


【 ク 】 


グ ア ナ ミン アク リロ ーー お よび メタ タク ⑪r ニ ーー の 合成 "342 
グ ア ニ ジ ニ ウム 塩 —KBEROEVVy OME 1 
尿素 と イミ ド ビ ス (硫酸 ) 二 アン モニ = ウム と の 常 圧 下 で の 溶融 
反応 に ょ る 一 一 の 生成 と アン モニ = ア の 効果 1094 
クメン ポリ 酢酸 ビニ = ニル ラジ カル に よる か ら の 水素 引き 抜き 
速度 に 対す る 溶媒 効果 83 
グラ ッ シ ジー カー ボン ・ カ ラム 電極 ーー を セン サー と する クー セ 呈 
ン ポ テン シオ グラ フィ ー 1615 
グラ ッ シ ジー カー ボン 電極 トリ オク チル ホス フォン オキ ンド を コ 
ー テ ィング し た 一 を 用 いる ウラ ニル イオ ン の 高 感 度 ボ ル 
タン メト リー 定量 1656N 
グル コー ス セ ン サ ー 血液 直接 測定 式 管状 一 の 開発 1554 
FAA 室 見 川 に た お ける 総 一 - お よび 一 一 (Y) 濃度 の 変化 


8 


1800 
中 性 溶液 中 た お ける 有機 物 に と ょ よる 一 (VW) ORTH 
1802" 

クロ ム (III) +~YAVYCE) 共存 下 に お ける 酸素 に よる 一 ーー の 酸 
化 速 度 711 


クロ ム (IID- ジ チ ゾ ン 錯 体 ーー お よび クロム ( 枯 ) う - ジ フェ ニル 
カル バ ゾ ン 錯 体 の 座 媒 抽出 平衡 1132 

クロ ム (III)- ジ フェ ニル カル バ ソ ゾン 錯体 FeRACM)-YFYVY 
錯体 お ょ び 一 一 の 深 媒 抽出 平衡 1132 

クロ ラニ ル 酸 バリ ウム 試薬 ーー を 用 いた 吸光 光度 法 に ょ る 大 気 
中 の 硫酸 ミス ト の 定量 1933 ポ 

(2E,4Z)-5- ク ロロ -1,5- ジ アリ ー ル -2,4- ペ マン タ ジ エ ン -1- オ ン 
シア ヌル 酸 ク ロリ ドーANV, NN- ジ メチ ル ホ ルム アミ ド 付 加 物 
と アリ ー ル メチ ルケ トド ン と の 反応 に よる 一 一 の 生成 
1804% 


クー ロン ポテ ン シ オ グラ フィ ー FIVY-A-KVYOAFAB 


1980 No, 12 


fhe ec vt—kt>4S4— 1615 - 
[7] 
mC ミセ ル 溶 液 た お ける 一 一 の 電荷 移動 消 光 と ミセ ル 系 の 構造 
368 
ケイ 素 ダ イオ ー ド エッ チン グ 液 中 の 溶解 金属 に ょ る 表面 の 
汚 委 1922N 


g- ケ ト エ ステ ル キナ アル カセ ロイ ド 人 修飾 白金 - ア ルミ ナ 人 触媒 た に ょ よ 
る ーー の 不 斉 水素 化 670N 
ゲラ ニル アミ ン 酸 に よる N,NN- ジ アル キル ネリ ル お よび 一 一 の 
環 化 反応 776N 
減圧 残 油 ーー の 二 段 階 熱 分 解法 に よる オレ フィ ォ ン お よび 高 カ ロ 
リー ガス の 製造 999 
鉄鉱 石 存 在 下 に お ける 一 一 の 分 解 1012 


【 コ 】 
光学 分 割 か か ans-1,2- ン クロ ヘキサ ンジ カル ボン 酸 無水 物 を 用 い 
る アル コー ル 類 の 一 1381 
高速 液体 クロ マト グラ フィ ー ーー の 検出 に お ける 共鳴 ラマ ン 分 


光 法 の 応用 1363 

酵素 免疫 電極 イン シュ リン の 一 1549 

高 分 子 膜 分 子 内 塩化 水素 補 捉 型 三 次 元 一 ー に た にょ る 共 沸 混合 物 の 
分 離 1785 

固体 


Si0。, Si0,-Al,0,) 担持 金属 イオ ン 触 媒 に 
お ける 人 硫化 水素 の 活性 促進 効果 797 
コバ ルト (11I) 錯 体 ビス [1-( ヵ 罰 換 フェ ニル )-1, 3- ブ タン ジオ ナ 
トコ 一 の 立体 配置 1243 
シア ン 化 物 イ オン と エチ レン ジア ミン と の 混合 配 位 隆一 と 
ニ = トロ ベン ゼン と の 反応 1250 
シア ノ お よび アセ チル アセ トナ ト 泥 合 配 位 子 一 - に よる スタ 
クリ ル 酸 メチ ル の 重合 1418% 


【 サ 】 


酢酸 セル ロー ス 膜 ーー を 用 いた 一 三 の 中 性 アミ ノ 酸 混合 水溶 液 
の 遡 浸透 分 離 ~ 127 5 
サマ ルス キー 石 ーー の 結 品 化学 と 焼 結 法 に ょ る 合成 」28 
酸化 イン ジウ ム (IIDD) WRAY LY ACM) LRMRARCV) OF 
分 解法 に よる 一 一 “ABCA ACW) 膜 の 作成 と その 電気 抵抗 
1345 
酸化 スズ 再現 人 性 ある 安定 な 導電 性 一 > 薄膜 の 作成 803 
BE Tee a YE—— FRR D EVE 809 
酸化 スズ (IV) THB YY VAC) EMRAAC) の 熱 分 解法 
: に よる 酸化 イン ジッ ウム (想う)- 一 一 膜 の 作成 と その 電気 抵抗 
1345 
酸化 スズ (IV) う ガス セン サー 一 一 に お ける パラ ジッ ウム の 添加 効 
果 1597 
酸化 物 半 導体 金属 塩 を 添加 し た 
作 1580 
酸化 マン ガン (IV) 含水 一 の アル カリ 性 過 マ ン ガ ン 吹 ガリ ウ 
ム 浴 液 た よる 酸化 698 
アル カリ 性 含水 一 一 妙 濁 液 の 電解 酸化 1830 
酸素 隔 膜 電極 ーー を 用 いる 酸素 酸化 速度 の 測定 1603 
三 リ ン 酸 ナトリウム "cyclo- 一 の 希 ア 7 アルカリ性 加水 分 解 に よる 
AG 
残 油 “っ ニッ ケル - ド マイ ト 和 触媒 流動 層 を 用 いた 空気 と 水 攻 気 た 
よる 一 一 の 部 分 酸化 1006 
【 シ 】 
シア ヌル 酸 ク ロリ ド アル キル フェ ノー ル と 一 -ANV, NV- ジ メチ 
ル ホ ルム アミ ド 付 加 物 と の 反応 .303 
シア ヌル 酸 ク ロリ ドーV, NV- ジ メチ ル ホ ルム ア ミド 付 加 物 — 
と アリ ー ル メチ ルケ トン と の 反応 に よる (2E,4Z)-5- ク 
PR, 5= ジ プア ョ リーク ルル =244- ペ ッ ンタ ジエン ユー オン の 生成 


1804 
YVIFTS/RNA-A —_-SBRACLSZ¢aVE7z7—-OD 
合 1269 
N,N- ジ アル キル ネリ ル 酸 に よる 一 ーー お よび ゲラ ニル アミ ン の | 
環 化 反 応 776N | 
シア ン 化 物 イ オン 銅 イ オン 共存 下 で ーー の アノ ー ド 酸化 生成 
1327 | 
A ARIE PO AHI 98 2 0 Hk — FER 
の 応用 1621 
ジエチル ジチオ カル バ マ ト 金 属 キ レー ト 'H- お よび C-NMR 
に よる 一 一 の 分 析 1723 
83,5- ジ オキ ソ ピ ペラ ジニ ウム 塩 2,6- ピラ ジン ジオ ォ オン 誘 導体 の 四 
級 化 お よび 一 と 塩基 の 反応 600 
紫外 線 照 射 炭化 水素 - ア ン モ ア - 水 - 硫 化 水素 系 の 気 相 放 電 お ま 
びー にょ る 生成 物 1120 | 
シク ロ ヘ へ ヘキサン カル ボン 酸 4- ア ルキ ル , 4- ア ルコ キン シン 一 異性 
kD C-NMR スペ クト ル に よる 立体 配 座 解析 1924N 
trans-1,2- シ クロ ヘキサ ンジ カル ボン 酸 無水 物 一 を 用 いる 
アル コー ル 類 の 光学 分 割 1381 i 
シ ジ シクロヘキサン トリ アミ ンコ パ バルト (IIDD 錯 体 一 の 合成 


657% 
ジス ルフ ィ ド 立体 障害 の ある アミ ン 類 か ら の 一 の 合成 289% 
ジチオ スレ イト ー ル ーー 一 の ポー ラロ グラ フォ ー 722 


Pep 4- ジ フェ ニル -1- プ テン j 
ジフ ェ ニ ル マ レ イミ ド 類 一 - の 光 閉 環 反 応 お よび 蛍光 挙動 に お 
よ ぼ す 溶 媒 , N- 置 換 基 お ょ び 酸 の 効果 837 
ジ ベ ペン ソ ゾ -2, 2- ジ ピロ メ テ ン 1- 置 換 -5, 5- ジ フェ ニル -3, 423%) 
4ー- 一 一 の 生 成 と を その 生成 機構 1185N 
脂肪 族 化合 物 活 件 談 に 対す る 単 官能 一 一 の 水溶 液 か ら の 吸着 等 
温 線 を 表わす 近似 式 の 検討 545 | 
2,8- ジ メチ ル -1, 83- プ タ ジ エ ン ビス (アセ チル アセ トナ ト )= 7 
ケル ( 了 T う - ト リエ チル ジア ルミ ニ = ニム 三 塩化 物 - ト リフ ェ ゴ 
ル ホ スス フュ ン 触 尋 た と ょ る 一 一 の 選択 的 水素 化 240 | 
シリ カ 高温 と お ける 硫酸 ナチ トリ ッ ム と 一 の 反応 690 
シリ カゲ ル C;~C』 アル コー ル で 表面 処理 し た 一 ーー の 熱 分 解 の 
検討 537 
重 質 油 石炭 - 一 一 混合 原料 の 加 圧 流動 ガス え 化 特性 990 
ラテ ライ ト 人 触媒 た に た ょ る 一 の 分 解 1020 
AIMCO LARC IS S—P OBIE D 2 47 HA 
の 変化 1028 
ーー の 接触 水素 化 処理 た お ける アス ファ ッ ル テン 分 解 反応 
1037 
オォ イル サン ドー の 水素 化 分 解 1047 
CuO0-Fe,03-35 t# beh NO-NH。 反応 に 対す る ニー の 低温 活性 
1673 
蒸 解 反 応 亜硫酸 燕 解 に お ける 一 ーー の 速度 論 的 研究 96 


硝酸 イオ ン 神戸 地域 に お ける 雨水 中 の L AR 1 a vy OH 
動 1169 
Cr(i)-hedta 錯体 を 触媒 と し て 用 いた 一 一 の 電解 分 析 
1907 


硝酸 イオ ン 選 択 性 電極 漆 を 膜 マト リッ クス と する 一 一 1447 

硝酸 ナトリウム 高温 と に お ける 一 一 と シリ ヵ み の 反 応 690 

親水 性 高 分 子 さき と ビニ = ル 単 
量 体 の 硬 さ ・ 軟 か さ の 概念 333 


【 ス 】 


水銀 (1 ツイ オン 水銀 (0 う の 気 液 分配 平 衡 を 利用 し て の の ホ 
均 化 平衡 定数 の 測定 1291 
水 酸 化 鉄 CIII) =——® L-a-7 7 = VIC SHBREOWER 
に よる 研究 1666 
水 酸 化 物 イ オン アル ミニ ウム の 分 極 コ ンダ クタ ンス を 用 いた 
一 高 濃 度 の 計測 1626 
水 唱 発 振子 ーー の 水溶液 中 た お ける 挙動 と その 微量 シア ンマ 化物 


C20 ) 


イオ ン 定 量 法 へ の 応用 1621 

素 臭素 - カ ルン シ ウム - 鉄 系 UT-3 サイ クル に よる 熱 化学 分 解 
ーー 製造 プ ョ セス 1060 

素 イ オン 電極 陽 イ オン 交換 膜 型 一 の 開発 と 硝 フ ッ 酸 酸 洗 浴 
の 管理 分 析 へ の 応用 1469 

素 化 分 解 反 応 各種 北海 道 談 の 高圧 一 機構 916 

トロ ンチ ウム 黒鉛 炉 原 子 吸光 分 析 法 に よる 一 一 の 分 析 に おけ 
る 塩化 物 の 千 渉 1126 

ル ホ コハク 酸 ビ ス (2- エ チル ヘキシル ) イ オン 選択 性 電極 — 
の 試作 と その 応用 1442 


Ct] 


ike エタ ノー ル に よる 一 一 の 可 深 化 に お ける 反応 条件 の 検討 お 
よび 反応 機構 867 
石油 分 解 油 た に よる 一 一 の 可 深 化 法 874 
多元 系 溶融 塩 触媒 た に ょ る お ょ び 関 連 物 質 の 水素 化 分 解 
923 
液体 アン モニ = ア 処 理 し た 一 一 の 粉砕 人 性 951 
微粉 砕 時 に 触媒 を 添加 し た 一 の ガス 化 959 
アル ござ ン また は アル ゴン - 水 素 プ ラズ マ に よる 一 の ガス 化 
981 
— - 重 質 油 混合 原料 の 加 圧 流動 ガス 化 特性 990 
ーー の 加熱 た よる ガス 発生 速度 1870 
(RRL 一 - た に お ける 溶解 速度 880 
炭 液 化 重 質 油 ! 了 H-,13C-NMR デー タ と 人 分子量 を 入力 と する 
ーー の 電子 計算 機構 造 解析 885 
(Be RE BS CES ZABABRMADMOREAE 908 
炭 液 化 油 13C-NMR に よる の 構造 解析 908 
i 炭 直 接 液化 反応 _ ディス ポー ザ ブ ル 鯉 尋 た ょ る 一 一 時 間 の 短縮 
931 
[ 炭 低 カロ リー ガス 複合 サイ クル 発電 用 一 一 の 高温 脱硫 剤 
1066 
: 泥 ーー の 酸 処 理 と チタ ン の 除去 1224 
: シ ウム イオ ン 選 択 性 電極 cts- ビ ス ( ク ラウ ッ ウン エー テル ) を 用 い 
— 1648N 
ry) 有機 酸 , 塩基 に ょ る 繊維 状 一 一 表面 の 処理 20 
: 料 無限 染 浴 か ら ー 一 の 繊維 内 拡散 係数 を 算出 する 近似 法 た に た つ 


い ぃ て 760 
cy 
間 移動 触 媒 ーー 一 の 溶解 度 ペ ラメ ー タ ー と その 応用 1148 
ビタ 
, [6,15- ジ メチ ル -5, 8, 9, 14, 17, 18- ヘ キサ 


RAK Se IRB 

TRYAvY[ahly7eFbha7Fevj=ay7A7T) と 
その モノ お よび ジス ル ホ ン 酸 1154 

< 環状 ボリ エー テル 4- ア ルキ ル -1, 3,5- ト リア ジン 環 を 含む 

の 合成 , 界面 活性 お ょ び 触 媒 作 用 427 

7 ウリ ン 型 界面 活性 剤 一 - の 合成 と その 物理 化学 的 諸 性 質 な ら 
びに 抗 微生物 性 400 

塩素 化 ビ フェ ニル アル カリ 金属 と 黒鉛 に た ょ る 一 - の 脱 塩 素 化 
1903 

炭水化物 反応 JASE (7 HAS) FERMI BI Shy Fave 

と の 関係 625 

リグ ニン 広 華 樹 (ダケ カ ペ ) AMICI S— LMA 
反応 と の 関係 625 

HEA 4 eH SiH,-CH.-H. 系 気 相 反応 に よる 一 一 の 合成 
188 

酸 カ カルシウム ニニ リン 酸 ジ ルコ ニウム と ーー 一 と の 反応 1219 

酸 バ パリ ウム ニニ リン 酸 ジ ルコ ニウム と 一 一 と の 反応 1697 

% 触媒 を 用 いた 一 一 の メタ ン 化 反応 945 ’ 

素質 吸着 剤 サラ ン 廃 棄 物 か ら の 一 ーー に よる 空気 中 の 酸素 の 除 
去 1894 


CF 


4-(2- チ アゾ リル アゾ ) レ ソル シノ ー ル —CEL ARO RRR 
光 光 度 定量 1713 
チオ 安息 香 酸 ーー 一 の 熱 分 解 1729 
2- チ オ -5,6- ジ ヒド ロウ ラ シ ル —®O 1- 置 換 誘 導体 の 合成 
738 
1-(p- 置 換 フ フェニル)-1, 83- プ タン ジオ ン 類 ーー の = ッ ケ ル ん (I) 
錯体 の 立体 配置 1114 
逐次 電位 差 滴 定 銅 CT エ )〉) イ オン 選択 性 電極 を 用 いる 銅 と 亜 負 の 
— 1490 
チタ ン アサリ 貝殻 に 含ま れる 鉄 , アル ミニ ウム お よび 一 一 
576 
赤 泥 の 酸 処 理 と ーー の 除去 1224 
オプ ミー ー- バ パナ ジウム, パナ ジウ ム - ニ = オブ 合金 の 
窒化 反応 速度 1690 
チタ ン 現 像 液 _ ーー の 紫外 線 た に ょ る 調整 と 再生 1321 
チタ ン 酸 バリ ウム 系 半導体 銀 を 令 む セー 一 の 電導 機構 1813 
チタ ン 酸 ビス マス 触媒 ーー に よる 1- ブ テン の 酸化 脱水 素 反応 
2778 
チタ ン 鉄 鉱 ーー の 硫化 1334 
チタ ン 電 極 化学 修飾 し た 一 - に よる 生体 物質 の 検出 と 電極 の 性 
質 1562 
チタ ン - バ パナ ジウ ム 合 金 ーー の 客 化 反応 た にょ る 複合 窒化 物 の 生 
成 568 
窒素 酸化 物 セ ン サ ー _ 信 水 酸 化 鉄 の ーー と し て の 性 能 1653N 
超 微 量 分 析 高 次 微分 吸光 度 に よ ょ る 一 一 203 
Gl 
ディ スポ ー ザ プル 触媒 ーー に ょ よ ょ る 石炭 直接 液化 反応 時 間 の 短縮 
931 
低 石炭 化 度 炭 ーー の 液化 , 炭化 お ょ び 改 質 反 応 899 
デキ スト ラン [2-( ジ ェ チ ルル アミ ノ う エチ ル ] 塩酸 塩 と (カル 
ボキ ンス ラテ チル ラリ ーー お よび 硫酸 ナトリウム の 3 成分 か 
ら な る 高 分 子 電解 質 複合 体 の 構造 と 性 質 1157 
RK FVVARCSENRSA—, FVI=A7ABLUF RY 
576 
転換 電子 M6ssbauer AXN7 b LICL SY VBR KM 
の 一 の 状態 分 析 1372 
4-(2- チ アゾ リル アゾ ) レ マル シノ ー ル に よる 一 一 の 選択 的 中 
光 光 度 定 量 1713 
鉄 (TI)-edta 錯体 一 一 存在 下 と に お ける 亜硫酸 ナトリウム の 一 酸 
化 窒素 た ょ る 酸化 181 
テト ラキ ス (1- メ チル ピリ ジニ ウム -83- イ ル ) ポ ルフ ィ ン 一 を 
FAVS ea SATE TEN OLS FA 203 
テ ノ イ ルト リフ ルオ ロア セト ン —HLSZIF VY ADB MH 
215 
転換 電子 Mossbauer スペ クト ル —ick 4) vRM AM 
中 の 鉄 の 状態 分 析 1372 
電位 差 滴定 一 ー- に よる pKa 6~8 OFFMPOHT 660% 
ィ オ ン 選 択 件 ガラ ス 電 極 の 応答 特異 件 と ーー へ の 応用 1509 


Ch] 


銅 CII) イオ ン 選 択 性 電極 —2ZAVSHMLMHOAK ie 
定 1490 

導電 性 物質 導電 性 た お ょ ぼ す ーー の 分 散 状態 の 影響 1260 

トリ オク チル アミ ン トリ カプ リル メチ ルアン モニ ウム = ク r リ 
ド お よび ーー 一 に よる 塩酸 溶液 か ら の バナ ジウ ム (M) の 抽出 
1367 

トリ カプ リル メチ ルアン モニ ウム = クロ リド 一 ーー お よび トリ オ 
クチ ル ア ミ ン に よる 塩酸 溶液 か ら の パナ ジッ ウム (MV) の 抽出 
1367 

ドリ フェ ニル ホス フィ ォ ィ ン 触 尋 ーー を 用 いる 3- ブ テン -2- オ ン と 


C2t9 


BH A 化学 会 


ァ アァ ル デ ヒ ド 類 の 異常 アル ドー ル 型 付加 反応 44 

@, 8B,B- ト リフ ルオ ロス チレ ン 一 - お ぉ お ょ よび 関連 する フル オ ェ ャ セ フ 
ェ ニ ル ニ エチレン 類 の 新 合成 法 1142 

o-(p- ト ルオ イル ) 安 候 香 酸 の ポリ リン 酸 中 た お ける 反応 
生成 物 1749 

トル エン アル カリ 鯉 媒 た ょ る ーー の 不 均 化 反応 150N 


【 ナ 】 


ナトリウム 液 膜 に た よる カリ ウッ ウム と ーー の 分 離 135 
ナ フ ト キ ノン また は 2- メ チル -1, 4- 一 と 亜硫酸 ナ ト リ ッ ウ 
ム の 反応 生成 物 53 
5-(E 4-2, 3- ジ クロ ロー1, 4- 一 ーー お よび 5- 置 換 -2, 3, 6, 8- テ ト 
7722-1,4-—t7=) YRLOR 1862 
ZUID #) 7 § v-N-WeMe-% LS eC Sas E — ¢ OFF 
換 反 応 815 


鉛 同位 体 比 中 国 お よび 日 本 の 古代 ガラ ス の 一 821 
| 
ニオ プ —-FBY, チタ ン - バ ナジ ウム お よび バナ ジッ ウム - 


—— FO BE RIIREE 1690 
二酸化 クロ ム 無 電解 めっき 法 に ょ り コ バル ト を 視 着 し た 一 一 の 
磁性 194 
二酸化 炭素 中温 に お ける か ら の 一 酸化 恋 素 製造 966 
— ORF LARIUCNMINCH LEST VL AVS BRIO 
添加 効果 974 
二酸化 炭素 電極 ーー 一 を 用 いた 尿酸 モ セン サー と 酵素 膜 の 活性 化 の 
試み 1542 
ニッ ケル 各種 担体 付 
1202 
ニッ ケル - ド ロマ イト 触媒 一 一 流動 層 を 用 いた 空気 と 水蒸気 
よる 残 油 の 部 分 酸化 1006 
o- ニ トロ トル エン = ニトロ ベン ゼン お よび 一 の 人 硫酸 - メ タ ノ ー 
ル 中 で の 接触 還元 245 
ニトロ ベン ゼン 一 一 お よび 0o- ニ トト ル ニ エン の 硫酸 - メ タ ノ ー 
ル 中 で の 接触 岩元 245 
シア ン 化 物 イ オン と エチ レン ジア ミン と の 混合 配 位 子 コバ 志 
b CI) gaits E—— EO) 1250 


微粒 子 触媒 の キャ ラク タリ ゼー ンション 


乳酸 セン サー を 用 いる アプ アミノ酸 の マイ クロ バイ オア ッッ セイ 
1537 

尿酸 セン サー 二酸化 応 素 電極 を 用 いた 一 ーー と 本 素 膜 の 活性 化 の 
試み 1542 

尿素 電極 固定 化 ツ サレ アー ゼ を 用 いる 一 1651N 

ニ リ ン 酸 ジル コ ニ ウ ム 一 一 と 旋 酸 ガル シウム タ と の 反応 1219 
ーー と 炭酸 バリ ウッ ウム と の 反応 1697 


CX] 


RILALE, ヌクレオチド 類 界面 活性 剤 存在 下 の 一 - の 加水 
分 解 反 応 469 

19 ; 

ANF y TRE ガス クロ マト グラ フォー に よる 一 一 と 溶質 と の 
相 写 作用 の 研究 557 


【 ハ 】 


ハイ ブリ ッ ド 水素 製造 プロ セス Sb-Br 系 一 一 の 提案 1913N 

パナ ジム ジロ , —-=4 7440 
窒化 反応 速度 1690 

バナ ジウ ム (IV) トリ カプ リル メチ アン モニ ウム = クロ リド お よ 
び ト リオ クチ ル ア ミ ン に よる 塩酸 溶液 か ら の 一 の 抽出 
1367 

パナ ジウ ム (V) モリ ブ デ ン ( 立 ) お よび ーー 一 の 接 触 分 析 へ の ョ ヨッ ウ 
化物 イオ ン 選 択 件 電極 の 適用 1520 

パナ ジウ ム (IV) 錯 体 トリ オク チル アミ ン に よる シュ ウッ 酸 水 溶 


@225) 


1980 No. 12 


液 か ら の 一 一 の 液 - 液 抽出 587 
パラ ジウ ム 酸化 ネズ (WV う ガ ス セ ン サ ー に お ける 一 の 添加 効 時 


1597 

パラ ジウ ム - ア ルミ ナ 和 触媒 摩 砕 法 に ょ っ て 製造 され た 一 一 
7678 | 

ァ - バ レロ ラク トン 一 - の 加水 分 解 反 応 に た に およぼす 界面 活性 剤 a 
効果 450 | 


ハロ ブ プ タ ン HEAESICIL WC LS —OWF AIS OLE > IL 
選択 件 と 2- ブ テン へ の 塩素 付加 反応 の 立体 化学 "18447 


【 ヒ 】 


非 イ オン 界面 活性 剤 一 の 溶液 物性 の 温度 依存 人 性 362 
エー テル 型 ETHAVYEOMALEA 412 | 
パル ス NMR に よる 一 一 含有 O/W 型 ェ マル シ ョ ン 中 の 洲 
の 状態 の 研究 1037 | 
ビ ウ レッ ト グ ア ニ = ニジニ ウム 塩水 深 液 中 の ーー の 沙 解 度 1 
比較 電極 一 一 液 連 絡 部 に お ける 液 間 電 位 差 の 検討 1516 
光 誘起 触媒 機能 ミセ ル 系 を 利用 する 一 一 の 発現 486 
EFV=jE BAPE の 反応 に ょ る 側 鎖 た 1,3,5- ト リブ | 
ジン 環 を も つ 高 分 子 の 生成 と 性 質 87 | 
cis- ビ ス ( ク ラウ ン エ ー テ ル ) 一 一 を 用 いる セシウム イオ キン 選 捉 
性 電極 1648N | 
ビス (2,2- ビ ピリ ジル ) う コバ ルト (IDD 錯体 非 イ オン 界面 活性 斉 
の 存在 下 に お ける ーー 一 に よる メタ クリ ル 酸 メチ ル の 重合 
783N 
ヒ素 沈殿 浮 選 に ょ る 廃水 中 の ーー 一 の 除去 1792 | 
ヒド ラ ゾ ベ ペン ゼン -3,3- ジ スル ホン 酸 。 逆 相 ミ セル 内 殻 に お け 旭 
反応 制御 一 の 酸 触 媒 お ょ び 無 触媒 反応 一 475 
ヒド ロキ サム 酸 種々 の ーー に よる フェ ニル エス テル の 脱 ア ン シ 7 
化 反 応 と その ミ セル 効果 170 
ヒド ロキ ノン 反応 速度 差 を 利用 し た 電気 滴定 法 に ょ る 
ヵ -( メ チル アプ アミノ) フェ ノー ル の 示 差 完 量 1358 , 
ヒド ロホ ルミ ル 化 反応 触媒 前 駆 体 と し て MeCCos(CO う 。 を 用 WW 
る 1- へ キ セ ン の 均一 一 1077 | 
4- ビ ニル ピリ ジン テロ マー 型 界面 活性 剤 部 分 四 級 化 一 - の 合 農 
と その 和銅 錯体 に た ょ る 2,6- キ ン レ ノー ル の 乳化 重合 1875 
ビニ ル モ ノ マー ジア ミノ セル rrー ス < 金属 錯体 と よる 一 の 重 
合 1269 | 
2,6- ピ ペラ ジン ジオ ン 一 一 誘導 体 の 四 級 化 お よび 3,5-Y + 
ッ ピ ペラ ジニ ウム 塩 と 塩基 の 反応 600 | 
ピリ ジン 類 ニッ ケル 置換 ゼオライト 触媒 を 用 いる ーー の アル 
ー ル に よる 直接 気 相 アル キル 化 551 
ピリ ダ ジ ノ ン 一 一 議 導 体 を 用 いる アシ ル 化 , アル キル 化 お よび 
塩素 化 33 | 
ビ ロ メ リト 酸 —, 一 一 無水 物 お ょ びー 一 無水 物 の NMH 
に よる 分 析 1808N q 
ピロ ー ル ポリ (金属 フタ ロシア = ニン) を 用 いた 一 の 水素 化 脱 容 
素 反応 1819 


C7} 


VzW1-202 RK ——ORRN IS LOBRMKHE 765% 

フェ ナン トレ ン 2,7- ジ アル コキ シー の 合成 と 液晶 性 "250 

1- フ ェ ニ ル エ チル アミ ン 光学 活性 一 一 の 塩 に よる N-Avy Ff 
ルフ ェ ニ ル グ リ ンジ ン ン の 光学 活性 化 287% | 

e@- フ ェ ニ ルス クシ ン イ ミド 一 一 の 酸化 マン ガン (MV) 酸化 770° 


@- フ ェ ニ ル マ レ イミ ド 類 一 - の 光二 量化 反応 "846 


フェ ニル チオ ピリ リウ ム 塩 類 一 と 硫黄 , 容 素 イリ ド お よび 
ジ 化 ナ ト リ ッ ム と の 反応 604 

フェ ニル フル オロ ン AHF YNEYYaHVA=7 Bs LHF 
下 た に お ける 一 一 に よる 微量 銅 の 吸光 光度 定量 た お よ ょ ぼ す 副 
硝酸 ナトリウム お よび ピリ ジン の 影響 209 | 

フェ ノ チ アジ ン ミセ ル 存 在 下 と に お ける 2 価 金属 イキ ンマ と 
錯体 形成 482 | 


ェ ノ ー ル 金属 塩化 物 触媒 た ょ る 一 一 の 液 相 アン モノ リ シ ス 
613 
硫酸 銅 触 媒 を 用 いた 一 一 水溶 液 の 酸素 にょ る 湿式 酸化 
1191 
ノー ル 類 金属 ナトリウム を 用 いた 一 の 選択 的 オル ト ア ル 
キル 化 反 応 733 
合 酸化 物 希土類 元素 を 念 セ ーー の 人 触媒 物性 と セン サー へ の 応 
用 1573 
環 化合 物 一 の "N {poesia 787 
タル イミ ド ALM PRs LOU ERIC LAVAS VE 
液 中 で の 一 - の 上 自選 会合 ~1298N 
ル 琴 類 (トリ フル オ r メ チル リー の 合成 1304N 
ッ 素 ケイ 酸 雲 母 —-7yK7NVF=VABERAITHIS 
固溶体 の 生成 1339 
ッ 素 ゲル マニ ウム 酸 要 母 フッ 素 ケ テイ 酸 雲母 - 一 一 系 に お ける 
周 浴 体 の 生成 1339 
テン チタ ン 酸 ビス マス 触媒 た に た ょ る 一 一 の 酸化 腕 水 素 反 応 
Cal 
TF > 塩化 銅 (C 交 うた よる ハ ョ = 々 ブタン の 塩素 置換 反応 の 位置 ・ 
立体 選択 性 と 一 ーー へ の 塩素 付加 反応 の 立体 化学 1844 
プ ブテン -2- オ ン トリ フェ ニル ホス フィ ォ ン 触媒 を 用 いる 一 一 と 
アル デ ヒ ド 類 の 異常 アル ドー ル 型 付加 反応 44 
ポン 類 5,6- ジ ヒド ロキ シ -7,8- ジ メト キシ ーー お よび 5,6, 
7- ト リヒ ドロ キン シ -8- メ トキ シン ーー の 合成 法 1397 
レオ ロフ ェ ニ ル エ チレ ン 類 &,8,8- ト リフ ルオ r ス チレ ン お 
よ ょ び 関連 する 一 一 の 新 合成 法 1142 
ビレ ン 接 触 酸化 酸化 スズ (MV) ツ 表面 へ の パラ ジウ ム ( 工 うお よ 
OSC IL) $44 a YORE EH bO—iKtE 1088 
XE 一 一 液 中 に お ける 各 分 子 種 の 平衡 濃度 と 分 散剤 の 挙動 
1753 
AX 線 回 折 図 形 


の 指数 付け プロ グラ ム 529 
[AN] 


ヘ へ キ セ ン fitness & UC MeCCos(CO)。 を 用 いる 一 の 
均一 と ドロ ホル ミル 化 反 応 1077 
4:9,10- ベ リ レ ン ビ ス ( ジ カル ボキ シミ ド ) 誘 導体 非対称 型 
ーー の 合成 と 性 質 1391 
ル ヒ ドロ ピリ ミ ジ ン -4,6- ジ オン 2-44 Y-5-= b B Y-I, 
3- ジ ェ チ ルーー を 用 いる 鉄 (TT う の 吸光 光度 定量 1256 
ロブ プス カイ ト 型 酸化 物 酸素 欠損 一 一 の 性 質 と アル コー ル セ ン 
サー へ の 応用 1568 
ロ プ スカ イト 型 複 合 酸化 物 の 酸化 反応 活性 1679 
ンジ ル エ ー テ ル 相 間 移動 触媒 に たよ ょ る 一 一 類 の 合成 58 
ンジ ズ アニ リド 一 一 の ペ さ ペン ゾイル 化 た に お ける 詩 換 ピリ ジン 類 と 
脂肪 族 第 三 級 アミ ン 類 の 効果 667% 
ジン ゼ トニ ウム 第 四 級 アン モニ ウム 塩 共 存 下 に お ける 2,6- ジ 
] ブロ ョ ロモ フェ ノー ルイ ンド フェ ノー ル に よる 一 の 抽出 と 中 
光 光 度 定量 828 
ン ゼ ンジ オー ル 類 ヶ ケトン と 過 酸 化 水 素 か ら 得 られ た ペル オキ 
シド と フェ ノー ル 類 と の 反応 に よる の 合成 314 
ケト ン と 過 酸 化 水素 か ら in situ で 誘導 され る ペル オキ ン 
ド と フェ ノー ル と の 反応 に よる 一 一 の 合成 1137 
ン ゼ ンス ル ホ ン 酸 ナトリウム 一 の 偏光 吸収 ス え ペ マク トル 
359% 
ン ゾ イル 化合 物 一 ーー の 互 変異 件 に よる 非 イ オン 界面 活性 剤 の 
ミセ ル 構 造 の 評価 394 
ン ゾ イル = クロ リド ナミ ノ ケ トン の 金属 錯体 と ヵ - 置 換 一 一 
EDR 282% 
=: ベ ペン ゾイル フェ ニル グリ シン 光学 活性 1 ユ - プ フェ ニル エ テ チ ル ア 
ミン の 塩 に よる 一 - の 光学 活性 化 287% 
シン ゾ オ キサ ゾー ル 2- イ マッ プロ ペ ニ ル -5- メ チル -1,3,4- オ キサ 
ジア ゾー ル お よび 2-= イ ツブ プ ョ ベニ = ニル ーー グラ フト に よる 
木綿 の 紫外 線 劣 化 防 止 1163 


Pp- ベ ン ゾ キノ ン 低 原子 価 硫黄 化合 物 と ーー と の 反応 49 

ペ ベンゾ フェ ノン アン トラ セン お よび ーー 一 を 結合 し た 機能 人 性 ミセ 
ル の 分 光学 的 研究 418 

ペン タ シ ア ノコ バル ト (IDD) 酸 錯体 ーー を 用 いた カル コン 類 の 接 
触 居 元 に よる ジヒドロ ダイ マー の 生成 1300N 


Cr] 


ボー キサ イト ——OPMAwMbe cI L SME 199 
ホス ファ ト 硫 酸 pz- ア ルキ ルフ ェ ニ ル エ ステ ル の 加水 分 解 
と アミ ノリ シス に お よ ぼ す 陰 イオ ン ミ セル の 効果 454 
RAT 14> B=M—, THI VYBLOZHSOF=a7 ABO 
13C-NMR スペ クト ル 1836 
ホス ホン 酸 ジ フェ ニル ホル ム ア ル デ ヒ ド 和 樹脂 一 - を 基体 と する 
陽 イ オン 交換 樹脂 の 合成 と その 金属 イオ ン 選 択 能 338 
ポテ ン シ オ メト リー WE 1437 
ポリ アミ ドイ ミド 主 鎖 た ビシ ク ャ [2.2.2] オ ク テ ン 環 を 有する 
1929N 
ポリ イミ ド ビシ クロ ョ オク テン 環 を 有する 一 - の 合成 と 性 質 
749 
ポリ エス テル モデ ル 可視 吸収 ス え ペ マク トル に よる 分 散 型 アゾ 茶 料 
と 一 の 相 二 作 用 の 検討 593 
ポリ 塩化 ビニ ル か ら の カチ オン 人 性 高 分 子 の 合成 と その 洗 集 
効果 121 
一 廃棄 物 か ら の 活性 炭 の 製造 858 
ポリ (2- オ キサ ゾ リ ジノ ン ) 一 一 の 合成 と その 性 質 852 
ポリ (オキ シ エ チ レン )= ア ルキ ル エ ー テ ル = カ ル ボ ン 酸 塩 —o 
溶液 物性 1385 
ポリ (金属 フタ ロシア ニン ) 一 - を 用 いた ピール の 水素 化 脱 窒 


素 反 応 1819 

ポリ ( エ L- グ ル タ ミ ン 酸 ) 一 ーー の コン ホメ ーション に お よ ぼ す 塩 類 
の 効果 254 

ーー の 人 分子量 分 画 お よび ヘリ ックス - コ イル 転移 の 分 子 量 依 
存 性 292% 


ポリ 酢酸 ビニ ル ラ ジ カ ル に よる クメン か ら の 水素 引き 抜 き 
速度 に 対す る 溶媒 効果 83 
ポリ [2-( ジ メチ ル ア ミ ノ ) エ チル = メタ クリ ラー ト ] 水 - 油 界面 に 
BI 4—ODIRA 1404 
RY CES=LEY LS) Mit —et 478707 VA Ve YE 
よび その 誘導 体 と の 協同 結合 263 
ポリ で ビニ ルビ ER ドン 9 と 4- ア ミノ アゾ マゾ マ ベン で ゼン 誘導 体 
お よび メチ ルオ レン ジ 同 族 体 と の 結合 の 解析 1881 
ポリ ブロ ピレン アタ クチ ッ ク ーー の 流動 層 熟 分 解 に よる 油 の 回 
収 1054 
ーー の 熱 分 解 と 接触 分 解 1741 
ポリ メチ ルナ フタ レン 塩化 チオ シアン に よる ポリ メチ ル ベ ン ゼ 
ン , 一 お よび 関連 化合 物 の 異常 チキ オン ア ナ ト 填 換 38 
ポリ メチ ル ベ ン ゼン 塩化 チオ シン アン に よる 一 一 , ポリ メチ ルナ 
フタ レン お ょ よび 関連 化合 物 の 異常 チキ オン アナ ト 置 換 38 
ポリ リン 酸 0o-( カ - ト ルオ イル ) 安息 香 酸 の 一 一 中 に お ける 反応 
生成 物 1749 
ポル フィ リン 錯体 金属 置換 反応 に よる 水落 液 中 に お ける 金属 - 
ーー 生成 の 促進 1919N 
ホル ム ア ル デ ヒ ド 大気 中 の 一 一 自動 計測 唆 の 改良 639 
ョ ウ 素 酸 カ リウ ム を 用 いた 電流 滴定 法 に よる ホル ム ア ル デ ヒ 
ド = オ キシ ム と の 示 差 定量 717 
ホル ム ア ル デ ヒ ド = オ キシ ム ヨウ ッ 素 酸 カ リウ ム を 用 いた 電流 滴 
定 法 に ょ る 一 一 と ホル ム ア ル デ ヒ ド の 示 差 定量 717 


Cv] 


マグ ネ シ ウ ム - ヨ ウ 素 系 熱 化学 サ イク ル ーー に お ける ヨッ 化 水 
素 の 接触 分 解 反 応 1081 

マグ ネ チ ッ クス ター ラー 型 電 極 イオ ン 選 択 人 性 セラ ミッ ク 感 光 膜 
の 応用 と し て の 一 1475 


( 23) 


ia 
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マレ イン 酸 ジ エチ ル 酸化 カル ん シウム 上 で の 一 の 液 相 不 均一 
握 性 化 反 応 の 速度 と その 圧力 依存 人 性 1195 
マン ガン ノジュール 深海 底 泥 土 に ょ る 一 一 硫酸 浸出 液 の 中 和 処 


系 


理 1181" 
亜硫酸 アン モニ = ウム 水深 液 に た ょ る 一 の 浸出 反応 お よび 速度 
1230 
ES | 
水 高 分 解 能 NMR に よる え スラ 。» ジ 中 の ーー の 状態 た 関す る 研究 
354 
ミセ ル 溶 液 ーー に お ける 蛍光 の 電荷 移動 消 光 と ミセ ル 系 の 構造 
368 
[+] 
メタ クリ ル 酸 メチ ル ヒド = キシ ル ア ミ ン - 過 酸化 水素 系 に よる 
の 重合 79 


ーー の ラジ カル 重合 速度 に お ける 溶媒 効果 618 
非 イ オン 界面 活性 剤 の 存在 下 に お ける ビス (2,2- ビ ピリ ジル ) 
コバ ルト (〕 ツ 錯体 た よる 一 - の 重合 783N 
シア ノ お よび アセ チル アセ トナ ト 泥 合 配 位 子 コバ ルト て 本) 錯 
Ki kS—OBA 1418 
WED Dy AEE PIC 4—ORE 1760 
hAKY VERSED TICLSZ—DOBF 1888 
メタ ン 化 反応 触媒 を 用 いた 炭素 の 一 945 
メタ ン の ハロ ゲン 置換 体 一 ー- の ガス クロ マト グラ フィ ー に お け 
る 保持 挙動 663『 
Pp-( メ チル アミ ノ ) ツ フェ ノー ル 反応 速度 差 を 利用 し た 電流 滴定 
法 に よる ヒド rr キノ ン と ーー の 示 差 定量 1358 
メチ ルオ レン ジ 同 族 体 ポリ (ビニ = ニル ピロ リド ン ) と 4- ア ミノ ア 
ゾ マ ベ ペ ベンゼン 誘導 体 お よび ーー 一 と の 結合 の 解析 1881 
2- メ チル -38-( 置 換 フ ェ ニ ル )-2- プ ロ パ ノー ル 一 の 脱水 反応 
227 


【 モ 】 


EST ILA > RAE 数 種 の 針 状 一 一 の 極性 非 プ ョ トン 落 媒 中 
で の 自動 酸化 779 

モリ プ ブ デ ン (VID) 一 ーー お よび バナ ジッ ウム (VYV) の 接触 分 析 へ の 2 
ッ 化 物 イ オン 選択 性 電極 の 適用 1520 

モリ ププ ド ベ ペテロ ポリ 酸 フチ ルド リオ クチ テル アン モー ニー ウニ = クセ 
リド に よる 一 の 溶媒 抽出 833 


[a] 
有機 リン 農薬 OCs LOKMAWICRU SKAHO—O 
濃度 645 
UT-3447)L 臭素 - カ ル シ ッ ウッ ム - 鉄 系 一 ー- た に よる 熱 化学 分 解 水 


素 製 造 プ ョ ェ セス 1060 


SEK 溶融 金属 カリ ウッ ム を 用 いる 一 の 溶媒 可 深化 反応 939 
(a) 
陽 イ オン 交換 樹脂 種々 の 鉄也 ) 担 持 型 一 ー た にょ る リン 酸 イ オン 
の 吸着 220 


溶解 度 パ バラ メー ター 相 間 移動 触媒 の ーー と その 応用 1148 

ヨウ 化 水 素 マグ ネ シ ウ ウム - ヨ ウツ 素 系 熱 化 学 サ イクル に お ける 
ーー の 接触 分 解 反 応 1081 

ヨウ 化物 イオ ン 選 択 性 電極 モリブデン (VW) お よび バナ ジッ ウム 


(CV) の 接触 分 析 へ の 一 - の 適用 1520 


ヨウ 化物 イオ ン 選 択 肛 電 極 一 一 の 化学 増幅 定量 へ の 応用 15 
溶剤 精製 戻 ゲル ペー ミエ ーション クロ マト グラ フ に よる 5 
分 別 と 成分 分 析 327 q 

溶媒 抽出 FAV bVAAABTebYICLOEVFYAD— 
215 i 

(5) | 

ラテ ックス 両性 一 一 の 電導 鹿 滴 定 と 電位 差 滴定 に ょ る 研究 7 
1295N : 


ラテ ライ ト 和 触媒 一 一 に よる 重 質 油 の 分 解 1020 
Raney ニッ ケル 触媒 ik —O PHL T AURA & SHEE 


16 
Cy) 

リチウム FAIANMEVINABT LE VICL4—OAMH 
215 
リポ ソー ム 緩衝 剤 を 含ま な い ーー の 調製 と 高 分 子 イ オン と の 
FFA 506 | 
中 に お ける 水 - 鉛 クロ ロフ ィ ル 相互 作用 の プ ョ トン NM 
に よる 研究 1178N 4 
YRI-LR 単 一 膜 一 - で の 相 転 移 の 静 的 お ょ び 動 的 挙動 — 
514 i 


ーー に お ける 酸化 還元 反応 と 電子 の 移動 493 3 
ーー の 光 酸 化 還 元 反 応 と 光 エ ネル ギー の 化学 テ そ ネ ルギー へ 
変換 499 
硫化 水素 固体 酸 (Al20s, SiO。, Si0。-Al20) 担持 金属 イオ 
媒 た に お ける 一 一 の 活性 促進 効果 797 } 
既知 濃度 溶液 添加 法 を 用 いた 硫化 物 イ オン 電極 に よる -ー 
量 法 の 検討 1494 q 
硫化 鉛 赤 外線 セン サー 一 - の 雑音 特性 1633 
硫化 物 イ オン 電極 既知 濃度 溶液 添加 法 を 用 いた 一 一 に よる 硫 
水素 定量 法 の 検討 1494 
硫酸 アン モニ ウム の 熱 分 解 お ょ 酸化 鉄 ( 臣 うと の 反応 706 
硫酸 ドデシル 2 価 金属 塩 界面 活性 剤 イキ オン 選 択 性 液 膜 電極 を 
いた 一 の 研究 388 
硫酸 ミス ト ク ョ ラニ ル 酸 バリ ウム 試 楽 を 用 いた 夏 光 光度 法 に | 
る 大 気 中 の 一 の 定量 1933N 
両親 媒 性 高 分 子 。 和 糖 と スチ レン 議 導体 か ら の 一 - の 合成 BX 
水中 に た お ける 有機 化合 物 の 取り 込み 406 
両性 界面 活性 物質 ーー の 分 子 集合 体 に お ける イオ ン 格子 類 似 
造 の 形成 と 対 イ オン 固定 '522 
リン 酸 亜鉛 系 皮膜 転換 電子 Mossbauer スペ クト ル に よる 一 
中 の 鉄 の 状態 分 析 1372 
リン 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 ーー の 水中 で の 脱水 1352 
リン 酸 鉄 CIII) MILs) と オル トリ ン 酸 と の 反応 だ ま る 一 
の 調製 176 


_ 
’ 


d=) 


六 フ ッ 化 硫黄 一 ーー の 熱 的 特 人 性 165 
六 ホ ウ 化 ラン タン 気 相反 応 法 に よる 一 ーー ウォ スカ = の 成長 に 
する 各種 物質 の 触媒 効果 1108 


C7] 
Wallach 転位 塩素 置換 アマ ダキ シン ベン ゼン の ーー 153% 


TT 


(24) 


